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Johannis de Rijke の日本語表示については、

かつては「ヨハネス・デ・レーケ」と呼ばれていましたが、

「ＫＩＳＳＯ」では、現在多く使われている「ヨハニス・デ・

レイケ」と表記しています。

表紙写真 

　『不易の滝』
　太古の昔からその姿を変えないと言われてい
ることからこの名が付きました。
　岩肌から伏流水が湧き出し、複数の白い筋と
なって、神秘的で落ち着いた雰囲気の滝を作り
出しています。

提供：木曽町観光商工課

　ＫＩＳＳＯは、創刊号からの全てが木

曽川下流河川事務所のホームページより

ダウンロードできます。

ＫＩＳＳＯのデザイン・レイア
ウトをリニューアルしました。

　101号から、多くの読者のみなさま

に、より親しみやすくなるよう、表紙の

デザインと記事のレイアウト構成を変更

しました。

　地域の歴史、治水・利水は、木曽町の

福島関所、昭和二年の福島大火について

紹介しました。

　歴史記録は、「地域と河川」の一回目

として、かつて揖斐川を挟んだ揖斐郡大

野町と同池田町で起きていた水争いにつ

いて掲載しました。

か
じ
か
の
念
仏
　
（

木
曽
町
開
田
高
原
西
野
）

　
む
か
し
、
い
く
に
ち
も
降
り
つ
づ
い
た
大
雨
で
、
西
野
川
が
増
水
し
て
、
神
田
の
集

落
が
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
村
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
夜
通
し
で

こ
れ
か
ら
の
対
策
を
話
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
こ
う
し
て
、
夜
明
け
間
近
に
な
っ
た
頃
、

白
装
束
に
身
を
包
ん
だ
子
供
の
よ
う
に
小
さ
な

人
が
、
突
然
、
家
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　
小
人
は
、「
神
田
の
み
な
さ
ん
、

西
野
川
の
出
水
も
心
配
で
す
が
、

今
に
も
オ
リ
コ
シ
（
神
田
の
東
の

山
）
が
山
崩
れ
し
て
、
神
田
が
埋

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
ぐ
に
山

に
行
っ
て
念
仏
を
唱
え
な
さ
い
」

と
だ
け
告
げ
て
、
姿
を
消
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
不
思
議
な
小
人
の
物
言
い
に
、
村
の
人

た
ち
は
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
「
こ
れ
は
何
か
の
お
告
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
と
に

か
く
皆
で
念
仏
を
あ
げ
に
行
こ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
の
な
か
、

口
ぐ
ち
に
念
仏
を
唱
え
て
山
を
登
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
す
る
と
山
の
窪
み
か
ら
白
い
大
き
な
か
じ
か
が
あ
ら
わ
れ
、
稲
光
の
よ
う
に
輝
い

て
、
山
を
駆
け
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
地
響
き
の
よ
う
な
山
鳴
り
が
し
て
、

同
時
に
そ
れ
ま
で
の
大
雨
が
ぴ
た
り
と
降
り
止
み
ま
し
た
。

　
数
日
後
、
オ
リ
コ
シ
の
向
か
い
の
把
之
沢
の
山
で
、
大
き
な
山
崩
れ
が
起
こ
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
村
の
人
た
ち
は
、
白
か
じ
か
が
白
装
束
の
小
人
に
姿
を
変

え
て
、
危
険
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
に
違
い
な
い
と
、
か
じ
か
の
碑
を
建
て
て
、
毎
年
田

植
上
が
り
に
は
オ
リ
コ
シ
に
登
っ
て
念
仏
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

参
考

「
開
田
村
誌
　
上
巻
」
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福
島
関
所
の
成
り
立
ち

　
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
、
関
ケ
原
の
戦
い
で

勝
利
を
収
め
た
徳
川
家
康
は
、
江
戸
を
中
心
と
し

た
五
街
道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
江
戸
防
衛
の
観

点
か
ら
、
街
道
筋
の
適
地
に
関
所
が
設
け
ら
れ
、

人
・
物
資
の
通
行
を
取
り
締
ま
り
ま
し
た
。
関
所

の
数
は
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
多
少
の
改
廃
が
あ

り
ま
し
た
が
、
幕
末
時
点
で
四
十
六
関
を
数
え
ま

し
た
。
特
に
重
要
と
さ
れ
る
、
留
守
居
よ
り
手
形

の
発
行
さ
れ
る
関
所
は
、
上
野
の
新
郷
・
川
俣
（
地

勢
上
か
ら
一
関
に
数
え
る
、
以
下
同
様
）
、
五
料
、

杢
橋
、
碓
氷
・
横
川
、
大
戸
、
大
笹
、
猿
ヶ
京
、

相
模
の
箱
根
、
根
府
川
、
下
総
の
小
岩
・
市
川
、

金
町
・
松
戸
、
関
宿
、
越
後
の
関
川
、
遠
江
の
新
居
・

今
切
、
信
濃
の
福
島
、
武
蔵
の
房
川
渡
（
栗
橋
）
・

中
田
、
小
仏
（
駒
木
根
）
の
十
七
関
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
福
島
関
は
設
備
の

規
模
や
取
締
り
機
能
に
お
い
て
最
重
要
と
さ
れ
、

東
海
道
の
新
居
・
箱
根
、
中
山
道
の
碓
氷
と
と
も

に
四
大
関
所
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
福
島
関
所
が
開
設
さ
れ
た
年
次
に
つ
い
て
は
、

「
慶
長
七
年
十
一
月
良
候
（
山
村
氏
初
代
）
死
去

に
付
（
中
略
）
御
關
所
守
方
等
父
之
時
之
通
被
仰

付
候
」
（
木
曾
考
続
貂
）
、
「
慶
長
八
年
用
宗
（
良

候
の
子
）
下
り
谷
關
を
移
し
て
守
る
」
（
木
曾
事

蹟

考

證
）
、

「
慶
長
九
年

御
關
所
妻
籠

下
り
谷
よ
り

福
島
へ
引
越

候
事
」
（
御
關

所
頭
書
）
な

ど
の
史
料
が

残
っ
て
い
ま

す
が
、
確
定

で
き
る
も
の

は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
ず
れ

に
し
て
も
慶

長
年
間
に
妻

籠
（
南
木
曽

町
）
に
あ
っ

た
番
所
の
機

能
を
移
行
し

て
き
た
よ
う

で
す
。

　
関
所
を
管

轄

し

た

の

は
、
原
則
と

し
て
そ
の
所
在
地
が
幕
府
領
の
場
合
は
幕
府
代

官
、
私
領
の
場
合
は
そ
の
領
主
と
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
関
所
の
あ
る
木
曽
は
、
尾
張
藩
領
で
し
た

が
、
木
曽
代
官
と
し
て
山
村
氏
が
統
治
し
て
お

り
、
関
所
も
そ
の
配
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。
山
村

氏
は
、
木
曽
が
幕
府
領
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
木
曽

代
官
を
務
め
た
家
柄
で
、
木
曽
が
尾
張
藩
領
と

な
っ
て
か
ら
も
、
引
き
続
き
代
官
を
務
め
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
山
村
氏
は
尾
張
徳
川

家
の
家
臣
で
あ
り
な
が
ら
、
幕
府
直
参
の
格
式
を

併
せ
持
つ
特
殊
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

福
島
関
所
の
構
造

　
福
島
関
所
は
、
福
島
宿
の
東
の
は
ず
れ
で
、
西

側
を
木
曽
川
が
流
れ
、
東
側
に
は
関
山
が
迫
る
狭

隘
の
地
に
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。
西
の
木
曽
川
は

深
い
谷
が
続
き
、
関
所
の
辺
り
で
は
三
十
メ
ー
ト

ル
余
の
断
崖
と
な
っ
て
お
り
、
底
を
急
流
が
流
れ

て
い
ま
す
。
東
の
関
山
は
傾
斜
が
四
十
度
ほ
ど
も

あ
る
急
峻
な
地
形
で
、
尾
根
は
駒
ヶ
岳
へ
続
い
て

い
ま
す
。
山
に
は
栗
や
樅
な
ど
の
大
木
が
生
え
、

足
下
に
は
人
が
踏
み
入
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
藪
や

下
草
が
茂
っ
て
い
ま
し
た
。
山
麓
と
木
曽
川
を
望

む
崖
の
縁
ま
で
は
、
四
十
メ
ー
ト
ル
た
ら
ず
で
し

た
。

は
、
判
鑑
の
保
管
・
手
形
改
・
吟
味
・
通
行
の
許

否
決
定
な
ど
を
行
う
役
人
で
、
山
村
家
給
人
以
上

の
者
が
あ
た
り
ま
し
た
。
下
番
は
、
清
掃
・
諸
道

具
の
整
頓
・
徒
歩
の
女
改
・
鉄
砲
及
荷
物
改
な
ど

を
行
い
、
足
軽
が
任
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
先
は
東
門
で
、
門
の
脇
か
ら
関
山
の
急
斜

面
を
ま
っ
す
ぐ
に
延
び
る
木
柵
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
柵
は
当
初
四
十
メ
ー
ト
ル
余
で

あ
っ
た
も
の
が
、
文
政
年
間
に
は
約
一
八
〇
メ
ー

ト
ル
ま
で
延
長
さ
れ
、
山
頂
ま
で
及
ん
で
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

廃
関
と
国
指
定
遺
跡

　
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
七
月
、「
御
変
革
仰
出
」

が
あ
り
、
婦
人
・
鉄
砲
・
乱
心
・
手
負
者
・
首
・

死
体
な
ど
の
関
所
改
め
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
同

年
十
月
、
大
政
奉
還
に
よ
っ
て
徳
川
幕
府
が
終
焉

を
迎
え
る
と
、
翌
年
に
は
、
朝
命
に
よ
っ
て
尾
張

藩
が
福
島
関
所
に
軍
勢
を
派
遣
し
、
山
村
氏
に
代

わ
っ
て
関
所
を
管
轄
し
ま
し
た
。
明
治
二
（
一
八

六
九
）
年
正
月
「…

諸
道
關
門
廃
止
被
仰
出
候
事
」

と
な
り
、
二
月
六
日
廃
関
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
ま
も
な
く
、
番
所
を
は
じ
め
と
し
た
関

所
の
建
物
・
設
備
は
、
全

て
取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
跡
地
に
は
、
民
家
や
土
蔵
が
建
ち
、
明

治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
は
、
国
道
を
通
す

た
め
関
所
敷
地
の
一
部
が
削
ら
れ
、
同
四
十
四
（
一

九
一
一
）
年
に
は
、
関
所
南
の
関
山
山
麓
を
中
央

本
線
が
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

江
戸
時
代
に
は
全
国
的
に
名
高
か
っ
た
福
島
関
所

は
、
道
端
の
「
福
島
関
所
跡
」
の
石
碑
以
外
に
そ

の
存
在
を
示
す
も
の
は
全
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
時
を
隔
て
て
戦
後
の
復
興
が
進
む
な
か
、
福
島

町
（
当
時
）
で
は
、
福
島
関
所
の
歴
史
的
な
価
値

を
再
認
識
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
昭
和

三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
、
関
所
は
長
野
県
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
町
は
、
関
所
跡

　
福
島
宿
か
ら
東
に
向
か
い
池
井
坂
を
上
る
と
、

幅
約
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
馬
上
の
ま
ま
通
れ
る

棟
付
き
の
西
門
の
前
に
出
ま
し
た
。
門
を
く
ぐ
る

と
幅
約
六
メ
ー
ト
ル
の
道
が
ま
っ
す
ぐ
に
東
門
ま

で
続
い
て
い
ま
し
た
。
西
門
と
東
門
の
間
は
、
約

四
十
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
絶
壁
と
な
っ
て
い
る
木
曽

川
に
沿
っ
て
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
木
の
柵
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
道
か
ら
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
控
え
た
山
麓
側
に
、

杮
葺
き
平
屋
切
妻
造
り
の
番
所
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
番

所
の
構
成
は
、

西
側
に
上
番

勤
務
所
、
続

い
て
代
官
出

張
の
時
に
居

間
に
充
て
ら

れ
た
座
敷
、

東
側
が
下
番

勤

務

所

と

な
っ
て
い
ま

し
た
。
上
番

の
整
備
計
画
を
進
め
、
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）

年
に
は
、
民
家
の
土
地
と
な
っ
て
い
た
跡
地
を
町

が
買
い
上
げ
る
こ
と
と
、
土
蔵
の
移
転
を
決
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
関
所
を
復
元
し
て
資
料
館
と
史

跡
公
園
を
整
備
す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
史
跡
と
い
っ
て
も
、
実
際
ど
の
位
置

に
施
設
が
あ
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
状
態
で
し

た
。
そ
こ
で
、
土
地
を
取
得
し
た
町
は
、
昭
和
五

十
（
一
九
七
五
）
年
か
ら
発
掘
調
査
を
開
始
し
ま

し
た
。
調
査
は
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
員
が
中

心
と
な
り
、
多
く
の
生
徒
も
参
加
し
ま
し
た
。
発

掘
は
西
側
か
ら
始
め
ら
れ
、
北
西
端
で
直
径
五
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
平
た
い
花
崗
岩
が
見
つ

か
り
、
江
戸
時
代
の
文
書
に
記
さ
れ
た
福
島
宿
本

陣
と
の
距
離
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
西
門

の
礎
石
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
西
門
の
礎
石
は
、

他
の
施
設
の
位
置
を
定
め
る
重
要
な
基
準
と
な
り

ま
し
た
。
期
待
さ
れ
た
番
所
の
遺
構
は
、
礎
石
ら

し
き
石
が
い
く
つ
か
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
礎
石

と
決
定
で
き
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
発
掘
調
査
の
実
測
図
と
「
福
島
関
所
古
図
」
な

ど
の
史
料
を
基
に
諸
施
設
の
配
置
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
位
置
を
示
し
た
史
跡
公
園
の
整
備
が
昭
和
五

十
六
（
一
九
八
一
）
年
に
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
木

曽

考
」
（
宝

永

三
（
一

七
〇
六
）
年
・
山

村

良
景
著
）
の
口
絵
に
な
っ
て
い
る
「
関
所
古
図
」

な
ど
の
絵
地

図
や
屏
風
画

を
参
考
に
、

番
所
建
屋
の

復
元
図
が
作

成
さ
れ
ま
し

た
。
復
元
図

に
基
づ
い
て

再
現
さ
れ
た

番
所
建
屋
が

昭
和
五
十
二

（
一
九
七
七
）

■
参
考
資
料

　
『
木
曽
福
島
町
史
』

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
七
年
　
木
曽
福
島
町

　
『
福
島
関
所
』
　
　
　
平
成
十
三
年
　
木
曽
福
島
町

　
『
日
本
地
名
大
辞
典
・
長
野
県
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年
　
角
川
書
店

　
『
長
野
県
の
地
名
』
　
　
昭
和
五
十
四
年
　
平
凡
社

　
『
日
本
の
近
世
　

六
』
　
　

平
成
四
年
　
中
央
公
論
社

　
中
山
道
の
福
島
宿
の
東
に
設
置
さ
れ
た
福
島
関
所

は
、
四
大
関
所
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
重
要
な
関
所
で

し
た
。
木
曽
川
左
岸
の
狭
隘
の
地
に
築
か
れ
、
江
戸
時

代
を
通
し
て
、
人
・
物
資
の
往
来
を
取
り
締
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

　
明
治
維
新
に
よ
っ
て
廃
関
と
な
っ
た
後
は
、
施
設
の

位
置
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昭
和

に
な
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
近
世
交
通
の
貴
重
な

歴
史
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木曽川沿いの峻険な地形を
利した福島関所

年
完
成
し
た

関
所
資
料
館

で
す
。
館
内

は
下
番
所
が

資
料
展
示
室

と
な
っ
て
お

り
、
手
形
な

ど
の
史
料
、

さ
す
ま
た
な

ど
の
武
具
、

発
掘
さ
れ
た

道
具
類
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
番
所
・
座
敷
は
、
当

時
の
様
子
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
、
福
島
関
所
は

「
福
島
関
跡
」
の
名
称
で
、
江
戸
幕
府
の
交
通
政

策
史
上
に
お
け
る
重
要
な
遺
構
と
し
て
、
国
の
史

跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
四

（
一
九
九
二
）
年
に
は
、
東
西
門
・
柵
・
資
料
館
門
・

土
塀
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
四
月
、
文
化
庁

が
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が

国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
日
本

遺
産
（J

a
p

a
n

 H
e

r
ita

g
e

）
」
と
し
て
認
定
。

長
野
県
で
は
木
曽
谷
一
帯
が
「
木
曽
路
は
す
べ
て

山
の
中
　
～
山
を
守
り
　
山
に
生
き
る
～
」
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
関
所
は
、
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー

の
重
要
な
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。

け
い
ち
ょ
う

う
す
　

い
　

お
お
　

と
　

か
な

ま
ち

せ
き
や
ど

ぼ
う
せ
ん
の

わ
た
し

も
み

こ
け
ら

け
い
お
う

　

そ
　

せ
き

ほ
う

え
い

よ
し

か
げ

福島関所付近の木曽川（関所橋より上流）

関所資料館

山村代官屋敷跡

福島関所図

<提供 :木曽町教育委員会 >西門

史跡公園

関所資料館上番所

地域の歴史地域の歴史
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福
島
関
所
の
成
り
立
ち

　
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
、
関
ケ
原
の
戦
い
で

勝
利
を
収
め
た
徳
川
家
康
は
、
江
戸
を
中
心
と
し

た
五
街
道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
江
戸
防
衛
の
観

点
か
ら
、
街
道
筋
の
適
地
に
関
所
が
設
け
ら
れ
、

人
・
物
資
の
通
行
を
取
り
締
ま
り
ま
し
た
。
関
所

の
数
は
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
多
少
の
改
廃
が
あ

り
ま
し
た
が
、
幕
末
時
点
で
四
十
六
関
を
数
え
ま

し
た
。
特
に
重
要
と
さ
れ
る
、
留
守
居
よ
り
手
形

の
発
行
さ
れ
る
関
所
は
、
上
野
の
新
郷
・
川
俣
（
地

勢
上
か
ら
一
関
に
数
え
る
、
以
下
同
様
）
、
五
料
、

杢
橋
、
碓
氷
・
横
川
、
大
戸
、
大
笹
、
猿
ヶ
京
、

相
模
の
箱
根
、
根
府
川
、
下
総
の
小
岩
・
市
川
、

金
町
・
松
戸
、
関
宿
、
越
後
の
関
川
、
遠
江
の
新
居
・

今
切
、
信
濃
の
福
島
、
武
蔵
の
房
川
渡
（
栗
橋
）
・

中
田
、
小
仏
（
駒
木
根
）
の
十
七
関
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
福
島
関
は
設
備
の

規
模
や
取
締
り
機
能
に
お
い
て
最
重
要
と
さ
れ
、

東
海
道
の
新
居
・
箱
根
、
中
山
道
の
碓
氷
と
と
も

に
四
大
関
所
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
福
島
関
所
が
開
設
さ
れ
た
年
次
に
つ
い
て
は
、

「
慶
長
七
年
十
一
月
良
候
（
山
村
氏
初
代
）
死
去

に
付
（
中
略
）
御
關
所
守
方
等
父
之
時
之
通
被
仰

付
候
」
（
木
曾
考
続
貂
）
、
「
慶
長
八
年
用
宗
（
良

候
の
子
）
下
り
谷
關
を
移
し
て
守
る
」
（
木
曾
事

蹟

考

證
）
、

「
慶
長
九
年

御
關
所
妻
籠

下
り
谷
よ
り

福
島
へ
引
越

候
事
」
（
御
關

所
頭
書
）
な

ど
の
史
料
が

残
っ
て
い
ま

す
が
、
確
定

で
き
る
も
の

は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
ず
れ

に
し
て
も
慶

長
年
間
に
妻

籠
（
南
木
曽

町
）
に
あ
っ

た
番
所
の
機

能
を
移
行
し

て
き
た
よ
う

で
す
。

　
関
所
を
管

轄

し

た

の

は
、
原
則
と

し
て
そ
の
所
在
地
が
幕
府
領
の
場
合
は
幕
府
代

官
、
私
領
の
場
合
は
そ
の
領
主
と
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
関
所
の
あ
る
木
曽
は
、
尾
張
藩
領
で
し
た

が
、
木
曽
代
官
と
し
て
山
村
氏
が
統
治
し
て
お

り
、
関
所
も
そ
の
配
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。
山
村

氏
は
、
木
曽
が
幕
府
領
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
木
曽

代
官
を
務
め
た
家
柄
で
、
木
曽
が
尾
張
藩
領
と

な
っ
て
か
ら
も
、
引
き
続
き
代
官
を
務
め
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
山
村
氏
は
尾
張
徳
川

家
の
家
臣
で
あ
り
な
が
ら
、
幕
府
直
参
の
格
式
を

併
せ
持
つ
特
殊
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

福
島
関
所
の
構
造

　
福
島
関
所
は
、
福
島
宿
の
東
の
は
ず
れ
で
、
西

側
を
木
曽
川
が
流
れ
、
東
側
に
は
関
山
が
迫
る
狭

隘
の
地
に
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。
西
の
木
曽
川
は

深
い
谷
が
続
き
、
関
所
の
辺
り
で
は
三
十
メ
ー
ト

ル
余
の
断
崖
と
な
っ
て
お
り
、
底
を
急
流
が
流
れ

て
い
ま
す
。
東
の
関
山
は
傾
斜
が
四
十
度
ほ
ど
も

あ
る
急
峻
な
地
形
で
、
尾
根
は
駒
ヶ
岳
へ
続
い
て

い
ま
す
。
山
に
は
栗
や
樅
な
ど
の
大
木
が
生
え
、

足
下
に
は
人
が
踏
み
入
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
藪
や

下
草
が
茂
っ
て
い
ま
し
た
。
山
麓
と
木
曽
川
を
望

む
崖
の
縁
ま
で
は
、
四
十
メ
ー
ト
ル
た
ら
ず
で
し

た
。

は
、
判
鑑
の
保
管
・
手
形
改
・
吟
味
・
通
行
の
許

否
決
定
な
ど
を
行
う
役
人
で
、
山
村
家
給
人
以
上

の
者
が
あ
た
り
ま
し
た
。
下
番
は
、
清
掃
・
諸
道

具
の
整
頓
・
徒
歩
の
女
改
・
鉄
砲
及
荷
物
改
な
ど

を
行
い
、
足
軽
が
任
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
先
は
東
門
で
、
門
の
脇
か
ら
関
山
の
急
斜

面
を
ま
っ
す
ぐ
に
延
び
る
木
柵
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
柵
は
当
初
四
十
メ
ー
ト
ル
余
で

あ
っ
た
も
の
が
、
文
政
年
間
に
は
約
一
八
〇
メ
ー

ト
ル
ま
で
延
長
さ
れ
、
山
頂
ま
で
及
ん
で
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

廃
関
と
国
指
定
遺
跡

　
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
七
月
、「
御
変
革
仰
出
」

が
あ
り
、
婦
人
・
鉄
砲
・
乱
心
・
手
負
者
・
首
・

死
体
な
ど
の
関
所
改
め
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
同

年
十
月
、
大
政
奉
還
に
よ
っ
て
徳
川
幕
府
が
終
焉

を
迎
え
る
と
、
翌
年
に
は
、
朝
命
に
よ
っ
て
尾
張

藩
が
福
島
関
所
に
軍
勢
を
派
遣
し
、
山
村
氏
に
代

わ
っ
て
関
所
を
管
轄
し
ま
し
た
。
明
治
二
（
一
八

六
九
）
年
正
月
「…

諸
道
關
門
廃
止
被
仰
出
候
事
」

と
な
り
、
二
月
六
日
廃
関
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
ま
も
な
く
、
番
所
を
は
じ
め
と
し
た
関

所
の
建
物
・
設
備
は
、
全

て
取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
跡
地
に
は
、
民
家
や
土
蔵
が
建
ち
、
明

治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
は
、
国
道
を
通
す

た
め
関
所
敷
地
の
一
部
が
削
ら
れ
、
同
四
十
四
（
一

九
一
一
）
年
に
は
、
関
所
南
の
関
山
山
麓
を
中
央

本
線
が
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

江
戸
時
代
に
は
全
国
的
に
名
高
か
っ
た
福
島
関
所

は
、
道
端
の
「
福
島
関
所
跡
」
の
石
碑
以
外
に
そ

の
存
在
を
示
す
も
の
は
全
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
時
を
隔
て
て
戦
後
の
復
興
が
進
む
な
か
、
福
島

町
（
当
時
）
で
は
、
福
島
関
所
の
歴
史
的
な
価
値

を
再
認
識
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
昭
和

三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
、
関
所
は
長
野
県
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
町
は
、
関
所
跡

　
福
島
宿
か
ら
東
に
向
か
い
池
井
坂
を
上
る
と
、

幅
約
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
馬
上
の
ま
ま
通
れ
る

棟
付
き
の
西
門
の
前
に
出
ま
し
た
。
門
を
く
ぐ
る

と
幅
約
六
メ
ー
ト
ル
の
道
が
ま
っ
す
ぐ
に
東
門
ま

で
続
い
て
い
ま
し
た
。
西
門
と
東
門
の
間
は
、
約

四
十
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
絶
壁
と
な
っ
て
い
る
木
曽

川
に
沿
っ
て
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
木
の
柵
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
道
か
ら
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
控
え
た
山
麓
側
に
、

杮
葺
き
平
屋
切
妻
造
り
の
番
所
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
番

所
の
構
成
は
、

西
側
に
上
番

勤
務
所
、
続

い
て
代
官
出

張
の
時
に
居

間
に
充
て
ら

れ
た
座
敷
、

東
側
が
下
番

勤

務

所

と

な
っ
て
い
ま

し
た
。
上
番

の
整
備
計
画
を
進
め
、
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）

年
に
は
、
民
家
の
土
地
と
な
っ
て
い
た
跡
地
を
町

が
買
い
上
げ
る
こ
と
と
、
土
蔵
の
移
転
を
決
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
関
所
を
復
元
し
て
資
料
館
と
史

跡
公
園
を
整
備
す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
史
跡
と
い
っ
て
も
、
実
際
ど
の
位
置

に
施
設
が
あ
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
状
態
で
し

た
。
そ
こ
で
、
土
地
を
取
得
し
た
町
は
、
昭
和
五

十
（
一
九
七
五
）
年
か
ら
発
掘
調
査
を
開
始
し
ま

し
た
。
調
査
は
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
員
が
中

心
と
な
り
、
多
く
の
生
徒
も
参
加
し
ま
し
た
。
発

掘
は
西
側
か
ら
始
め
ら
れ
、
北
西
端
で
直
径
五
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
平
た
い
花
崗
岩
が
見
つ

か
り
、
江
戸
時
代
の
文
書
に
記
さ
れ
た
福
島
宿
本

陣
と
の
距
離
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
西
門

の
礎
石
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
西
門
の
礎
石
は
、

他
の
施
設
の
位
置
を
定
め
る
重
要
な
基
準
と
な
り

ま
し
た
。
期
待
さ
れ
た
番
所
の
遺
構
は
、
礎
石
ら

し
き
石
が
い
く
つ
か
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
礎
石

と
決
定
で
き
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
発
掘
調
査
の
実
測
図
と
「
福
島
関
所
古
図
」
な

ど
の
史
料
を
基
に
諸
施
設
の
配
置
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
位
置
を
示
し
た
史
跡
公
園
の
整
備
が
昭
和
五

十
六
（
一
九
八
一
）
年
に
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
木

曽

考
」
（
宝

永

三
（
一

七
〇
六
）
年
・
山

村

良
景
著
）
の
口
絵
に
な
っ
て
い
る
「
関
所
古
図
」

な
ど
の
絵
地

図
や
屏
風
画

を
参
考
に
、

番
所
建
屋
の

復
元
図
が
作

成
さ
れ
ま
し

た
。
復
元
図

に
基
づ
い
て

再
現
さ
れ
た

番
所
建
屋
が

昭
和
五
十
二

（
一
九
七
七
）

■
参
考
資
料

　
『
木
曽
福
島
町
史
』

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
七
年
　
木
曽
福
島
町

　
『
福
島
関
所
』
　
　
　
平
成
十
三
年
　
木
曽
福
島
町

　
『
日
本
地
名
大
辞
典
・
長
野
県
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年
　
角
川
書
店

　
『
長
野
県
の
地
名
』
　
　
昭
和
五
十
四
年
　
平
凡
社

　
『
日
本
の
近
世
　

六
』
　
　

平
成
四
年
　
中
央
公
論
社

　
中
山
道
の
福
島
宿
の
東
に
設
置
さ
れ
た
福
島
関
所

は
、
四
大
関
所
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
重
要
な
関
所
で

し
た
。
木
曽
川
左
岸
の
狭
隘
の
地
に
築
か
れ
、
江
戸
時

代
を
通
し
て
、
人
・
物
資
の
往
来
を
取
り
締
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

　
明
治
維
新
に
よ
っ
て
廃
関
と
な
っ
た
後
は
、
施
設
の

位
置
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昭
和

に
な
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
近
世
交
通
の
貴
重
な

歴
史
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木曽川沿いの峻険な地形を
利した福島関所

年
完
成
し
た

関
所
資
料
館

で
す
。
館
内

は
下
番
所
が

資
料
展
示
室

と
な
っ
て
お

り
、
手
形
な

ど
の
史
料
、

さ
す
ま
た
な

ど
の
武
具
、

発
掘
さ
れ
た

道
具
類
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
番
所
・
座
敷
は
、
当

時
の
様
子
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
、
福
島
関
所
は

「
福
島
関
跡
」
の
名
称
で
、
江
戸
幕
府
の
交
通
政

策
史
上
に
お
け
る
重
要
な
遺
構
と
し
て
、
国
の
史

跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
四

（
一
九
九
二
）
年
に
は
、
東
西
門
・
柵
・
資
料
館
門
・

土
塀
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
四
月
、
文
化
庁

が
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が

国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
日
本

遺
産
（J

a
p

a
n

 H
e

r
ita

g
e

）
」
と
し
て
認
定
。

長
野
県
で
は
木
曽
谷
一
帯
が
「
木
曽
路
は
す
べ
て

山
の
中
　
～
山
を
守
り
　
山
に
生
き
る
～
」
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
関
所
は
、
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー

の
重
要
な
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。

け
い
ち
ょ
う

う
す
　

い
　

お
お
　

と
　

か
な

ま
ち

せ
き
や
ど

ぼ
う
せ
ん
の

わ
た
し

も
み

こ
け
ら

け
い
お
う

　

そ
　

せ
き

ほ
う

え
い

よ
し

か
げ

福島関所付近の木曽川（関所橋より上流）

関所資料館

山村代官屋敷跡

福島関所図

<提供 :木曽町教育委員会 >西門

史跡公園

関所資料館上番所

地域の歴史地域の歴史
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町
の
半
ば
が
焼
失
し
た

　
　
　
　
昭
和
二
年
福
島
大
火

　
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
五
月
十
二
日
、
福
島

町
（
当
時
）
は
全
町
の
半
ば
を
焼
失
す
る
大
火
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
火
元
は
山
平
の
民
家
で
、
連

日
の
晴
天
に
よ
る
異
常
乾
燥
に
加
え
、
折
か
ら
の

強
風
に
よ
っ
て
火
は
ま
た
た
く
間
に
拡
が
り
、
焼

失
棟
数
八
〇
〇
余
棟
、
死
者
二
名
、
負
傷
者
七
十

名
と
い
う
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
火
災
の
様
子

を
当
時
の
新
聞
で
は
、
「
十
二
時
十
五
分
に
火
元

付
近
の
久
昌
院
な
ど
の
打
鐘
が
あ
り
黒
煙
が
あ
が

り
、
消
防
組
や
屈
強
な
男
子
が
消
火
・
荷
物
搬
出

に
あ
た
っ
た
が
、
向
城
で
も
警
報
が
あ
っ
た
。
飛

火
が
長
福
寺
本
堂
な
ど
で
発
火
し
、
数
日
来
の
天

気
で
乾
燥
し
き
っ
た
板
葺
屋
根
の
た
め
に
、
さ
ら

に
上
町
な
ど
数
十
ヶ
所
に
飛
火
・
延
焼
し
、
火
は

東
西
に
分
か
れ
て
火
勢
は
猛
烈
、
ど
う
に
も
手
の

つ
け
よ
う
が
な
く
全
郡
の
消
防
組
は
勿
論
、
遠
く

岐
阜
県
の
消
防
組
も
消
火
に
努
め
、
約
五
時
間
で

山
平
の
一
部
と
上
町
お
よ
び
向
城
全
部
、
戸
数
六

〇
〇
余
戸
・
棟
数
約
八
〇
〇
棟
を
一
瞬
で
一
望
荒

涼
の
焦
土
と
化
し
た
。
今
回
の
火
災
は
歴
史
上
空

前
の
大
惨
状
で
恐
ら
く
は
絶
後
の
こ
と
だ
ろ
う
。
」

と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
福
島
町
は
、
町
会
の
助
成
機
関
と
し
て
復
興
部

を
設
置
し
、
復
興
に
あ
た
り
ま
し
た
。
当
面
す
る

大
き
な
課
題
は
、
基
本
的
な
都
市
計
画
に
基
づ
く

さ
れ
ま
し
た
。
市
街
地
・
道
路
橋
梁
・
公
共
施
設

な
ど
の
復
興
が
進
む
と
、
町
は
上
水
道
建
設
に
真

剣
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三

（
一
九
二
八
）
年
に
上
水
道
を
運
用
し
て
い
る
先

進
地
の
実
地
調
査
や
研
究
を
進
め
、
翌
四
（
一
九

二
九
）
年
二
月
の
町
会
で
「
八
沢
川
も
し
く
は
新

開
村
黒
川
を
引
用
し
て
、
上
水
道
を
敷
設
す
る
」

こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
最
大
の
懸
案
は
水
源
地
の
選
定
で
、
町
内
の
八

沢
川
一
ヶ
所
、
隣
接
す
る
新
開
村
（
当
時
）
二
ヶ

所
が
候
補
地
に
残
り
ま
し
た
。
十
数
回
に
わ
た
っ

て
測
量
調
査
を
行
い
比
較
検
討
の
結
果
、
新
開
村

で
の
取
水
は
他
村
で
あ
る
上
、
導
水
距
離
が
長
く

工
費
が
か
か
る
の
で
、
最
終
的
に
は
八
沢
川
に
決

ま
り
ま
し
た
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
五
月
の

町
会
に
お
い
て
水
道
敷
設
に
関
す
る
工
事
目
論
見

書
・
収
支
概
算
書
な
ど
を
議
定
し
、
上
水
道
敷
設

認
可
申
請
書
を
内
務
大
臣
に
、
県
費
補
助
申
請
を

長
野
県
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
工
事
は
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
始
ま
り
、

水
源
地
は
試
掘
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
予
定

し
て
い
た
八
沢
川
よ
り
水
量
豊
富
・
水
質
良
好
な

湧
水
が
、
川
の
東
南
山
平
に
あ
っ
た
の
で
こ
の
地

に
定
め
ま
し
た
。
水
源
施
設
は
、
円
径
約
四
十
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
延
長
九
十
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
管
を
集
水
埋
渠
と
し
て
敷
設
、
集
水
井

は
内
法
約
二
・
四
二
メ
ー
ト
ル
・
深
さ
約
三
・
六

四
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
し
た
。
市
街

地
に
配
水
す
る
た
め
の
配
水
池
と
し
て
関
山
公
園
に
、

幅
約
十
・
九
メ
ー
ト
ル
・
長
さ
約
二
十
二
・
四
メ
ー

ト
ル
・
深
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
貯
水
施
設
が
建
造

さ
れ
ま
し
た
。
配
水
池
か
ら
町
内
各
地
に
送
水
す

る
配
水
管
は
、
総
延
長
八
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余

と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
九
（
一

九
三
四
）
年
六

月
に
竣
工
届
を

提
出
、
八
月
に

無
事
検
査
済
み

と
な
っ
て
、
十

一
月
八
日
関
山

公
園
配
水
池
の

前
庭
に
お
い
て

盛
大
な
竣
工
式

が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。

か
れ
て
い
ま
す
。

「
雑
種
財
産
払

下
ニ
関
シ
添
願
」

に
「
本
支
流
転

倒
従
来
の
本
流

筋
ニ
本
出
願
ノ

如
キ
不
要
地
を

生
ス
ル
」
と
あ

る
よ
う
に
、
当

時
も
東
側
を
本

流
と
認
識
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
治
水

工
事
が
行
わ
れ

る
以
前
の
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
、
町
会

議
員
に
よ
っ
て
「
中
島
開
拓
ノ
目
的
ヲ
以
テ
川
敷

払
下
ヲ
本
県
ニ
請
願
ス
ル
」
建
議
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
東
側
は
川
幅
は
広

い
も
の
の
流
れ
は
細
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
堤
防
が
完
成
し
、
道
路
・
橋
梁
が
整
備
さ
れ
る

に
伴
っ
て
、
中

島
へ
の
移
住
が

始
ま
り
、
昭
和

十
二
（
一
九
三

七
）
年
に
は
一

一
四
戸
・
五
四

四
人
と
急
速
に

増

加

し

ま

し

た
。
そ
の
後
、

多
く
の
会
社
・

商
店
が
続
々
と

軒
を
並
べ
市
街

地
が
形
成
さ
れ
、

今
日
の
中
島
地

区
の
基
礎
が
築

か
れ
ま
し
た
。

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
中
島
の
開
発

　
今
で
は
木
曽
町
の
中
心
市
街
地
と
し
て
住
宅
・

商
工
業
施
設
・
公
共
施
設
な
ど
が
密
集
し
て
い
る

中
島
地
区
で
す
が
、
昭
和
初
期
ま
で
は
、
木
曽
川

に
囲
ま
れ
た
中
洲
で
、
集
落
は
な
く
西
光
寺
集
落

の
農
家
が
耕
作
す
る
水
田
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
中
山
道
の
福
島
宿
を
核
と
し
て
発
展
し
て
き

た
福
島
町
に
あ
っ
て
、
中
島
は
町
の
南
は
ず
れ
の

水
田
地
帯
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
明

治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
国
鉄
中
央
本
線
の

木
曽
福
島
駅
が
開
業
し
た
こ
と
で
、
駅
の
前
面
に

広
が
る
平
坦
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
背
景
に
は
、
福
島
町
は
歴
史
的
に
木
曽

郡
の
中
心
地
で
、
明
治
維
新
後
も
郡
役
所
な
ど
諸

官
庁
の
所
在
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
坦
地
が
少
な
い
た
め
市
街
地
を
拡
張
す
る
余
地

の
少
な
い
こ
と
で
、
成
長
を
阻
害
し
て
い
る
と
い

う
事
情
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
、
木
曽
高
等
女
学

校
の
建
設
地
の
中
島
誘
致
を
、
中
畑
・
川
西
地
区

の
有
志
が
試
み
て
い
ま
す
。
そ
の
意
見
書
の
な
か
で
、

「…

中
島
は
堤
防
決
壊
し
て
洪
水
の
危
険
あ
ら
む
と…

今
此
地
選
ば
れ
て
校
舎
の
新
営
を
見
む
か
県
何
ぞ

之
を
看
過
放
任
す
る
も
の
な
ら
む
や
則
ち
堤
防
構

築
の
事
一
挙
に
解
決
せ
ら
る
可
く…

」
と
述
べ
て

い
ま
す
。
中
島
は
木
曽
川
の
川
中
に
あ
っ
て
堤
防

■
参
考
資
料

　
『
木
曽
福
島
町
史
』

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
七
年
　
木
曽
福
島
町

　
『
日
本
地
名
大
辞
典
・
長
野
県
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年
　
角
川
書
店

　
『
長
野
県
の
地
名
』
　
　
昭
和
五
十
四
年
　
平
凡
社

道
路
網
整
備
と
、
建
設
地
を
巡
っ
て
町
を
二
分
し

た
小
学
校
の
再
建
問
題
で
し
た
。
ま
た
、
火
災
を

契
機
と
し
て
上
水
道
建
設
の
気
運
が
盛
り
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。

福
島
町
の
水
事
情
と

　
　
　
　
　
　
　
上
水
道
建
設

　
福
島
町
で
は
、
町
の
中
央
を
水
量
豊
富
な
木
曽

川
が
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
浸
食
が
激
し
く
水
は

谷
底
を
流
れ
て

い
る
の
で
、
河

岸
段
丘
上
の
市

街
地
に
引
水
す

る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
生
活

用
水
の
多
く
を

井
戸
水
に
頼
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
間

の
湧
水
を
利
用

し
て
水
場
と
称

す
る
簡
易
水
道
を
設
け
て
い
る
集
落
も
あ
り
ま
し
た
。

水
場
は
、
八
〇
〇
～
一
，
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
ほ
ど

の
距
離
を
木
管
・
竹
管
で
流
し
て
い
た
も
の
で
、

大
正
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
改
良
し
て
土
管
を

使
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
高
い

位
置
で
木
曽
川
を
渡
す
た
め
に
ブ
リ
キ
管
を
使
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ブ
リ
キ
管
は
腐
食
し
や
す

く
、
土
管
も
草
木
の
根
が
土
管
内
で
成
長
す
る
な

ど
し
て
、
破
損
・
破
裂
・
漏
水
箇
所
が
続
出
、
毎

年
修
理
に
多
額
の
経
費
を
要
し
ま
し
た
。
ほ
か

に
、
江
戸
時
代
以
前
に
八
沢
川
か
ら
木
曽
氏
居
館

（
現
大
通
寺
）
に
引
水
し
た
と
い
わ
れ
る
上
の
段

用
水
や
、
江
戸
時
代
に
黒
川
の
水
を
向
城
に
引
い

た
棚
橋
水
道
な
ど
の
用
水
を
利
用
し
た
水
場
も
あ

り
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
水
源
も
水
質
・
水
量
・
利
便
性
に
問

題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
か
ら
、
時
代
の
進
展
に
伴

い
上
水
道
の
敷
設
を
要
望
す
る
声
が
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
巨
額
な
設
備
投
資
が
必
要
な

た
め
、
具
体
化
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
起
き
た
昭
和
二
年
大
火
は
、
一

旦
出
火
す
る
と
、
在
来
の
水
場
の
水
量
と
設
備
で

は
消
火
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
い
知
ら

が
不
完
全
で
洪

水
の
恐
れ
が
強

く
、
ま
た
木
曽

川
に
橋
梁
を
架

け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、

開
発
は
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
状

況
下
で
昭
和
二

年
大
火
に
見
舞

わ
れ
、
八
〇
〇

余
棟
が
焼
失
し

ま
し
た
。
復
興

の
過
程
で
、
地
価
の
高
い
在
来
の
市
街
地
か
ら
地

価
の
安
い
中
島
に
移
転
す
る
も
の
が
増
え
、
続
々

と
住
宅
が
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
も
よ
う

や
く
中
島
の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、
昭

和
五
（
一
九
三
〇
）
年
四
月
、
中
島
開
拓
期
成
同

盟
会
を
組
織
し
ま
し
た
。
期
成
同
盟
会
の
目
的
は
、

①
護
岸
及
対
岸
の
堤
防
修
築
、
②
不
要
河
敷
地
払

下
の
促
進
、
③
区
画
整
理
道
路
橋
梁
の
完
成
、
な

ど
で
し
た
。

　
中
島
開
発
計
画
は
順
次
実
行
に
移
さ
れ
、
①
の

護
岸
工
事
で
は
、
木
曽
川
は
西
側
の
流
れ
を
本
流

と
し
て
護
岸
工
事
を
進
め
、
東
側
の
流
れ
は
水
門

を
築
造
し
て
用
水
路
の
よ
う
に
流
路
を
制
限
し
ま

し
た
。
②
の
不
要
河
敷
地
払
下
は
、
東
側
河
川
を

水
路
と
し
た
こ
と
で
河

川
敷
で
あ
っ
た
土
地
を

（
河

川

敷

で

は

な

く

な

っ

た

の

で
）
、
国

か

ら
払
い
下
げ
て
も
ら
い

民
地
と
し
て
活
用
し
よ

う
と
い
う
趣
旨
で
す
。

治
水
工
事
の
完
了
後
、

昭
和
十
（
一
九
三
五
）

年
に
河
川
敷
の
払
い
下

げ
を
受
け
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
中
島
を
挟

ん
で
流
れ
る
木
曽
川
は
、

東
側
の
方
が
川
幅
が
広

か
っ
た
よ
う
で
す
。
昭

和
十
（
一
九
三
五
）
年

頃
の
中
島
略
地
図
で
も

東
側
の
川
幅
が
広
く
描

　
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
、
福
島
町
は
当
時
の
市
街

地
の
半
ば
が
焼
失
す
る
大
火
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
火
事
を
契
機
に
、
上
水
道
の
建
設
を
求
め
る
気

運
が
高
ま
り
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
竣
工
に
至

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
木
曽
川
の
中
洲
だ
っ
た
中
島
地
区
は
、
火
事

以
降
に
移
住
者
が
増
え
、
急
速
に
開
発
が
進
展
し
ま
し

た
。

昭和二年福島大火を契機に
進展した治水・利水事業

や
ま

ひ
ら

か
ん

ま
ち

き
ゅ
う

し
ょ
う

い
ん

む
か
い

じ
ょ
う

　

や
　

さ
わ

が
わ

中島の西を流れる木曽川（中島橋より上流）

福島町焼失区域図

<提供 :木曽町教育委員会 >

昭和十年頃の中島略地図

<木曽福島町誌より >

配水池（関山公園）

東側河川に架けられた橋梁

東側河川跡（木曽川合流点近く）

中島現況 水場（上の段）

地域の治水・利水地域の治水・利水
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町
の
半
ば
が
焼
失
し
た

　
　
　
　
昭
和
二
年
福
島
大
火

　
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
五
月
十
二
日
、
福
島

町
（
当
時
）
は
全
町
の
半
ば
を
焼
失
す
る
大
火
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
火
元
は
山
平
の
民
家
で
、
連

日
の
晴
天
に
よ
る
異
常
乾
燥
に
加
え
、
折
か
ら
の

強
風
に
よ
っ
て
火
は
ま
た
た
く
間
に
拡
が
り
、
焼

失
棟
数
八
〇
〇
余
棟
、
死
者
二
名
、
負
傷
者
七
十

名
と
い
う
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
火
災
の
様
子

を
当
時
の
新
聞
で
は
、
「
十
二
時
十
五
分
に
火
元

付
近
の
久
昌
院
な
ど
の
打
鐘
が
あ
り
黒
煙
が
あ
が

り
、
消
防
組
や
屈
強
な
男
子
が
消
火
・
荷
物
搬
出

に
あ
た
っ
た
が
、
向
城
で
も
警
報
が
あ
っ
た
。
飛

火
が
長
福
寺
本
堂
な
ど
で
発
火
し
、
数
日
来
の
天

気
で
乾
燥
し
き
っ
た
板
葺
屋
根
の
た
め
に
、
さ
ら

に
上
町
な
ど
数
十
ヶ
所
に
飛
火
・
延
焼
し
、
火
は

東
西
に
分
か
れ
て
火
勢
は
猛
烈
、
ど
う
に
も
手
の

つ
け
よ
う
が
な
く
全
郡
の
消
防
組
は
勿
論
、
遠
く

岐
阜
県
の
消
防
組
も
消
火
に
努
め
、
約
五
時
間
で

山
平
の
一
部
と
上
町
お
よ
び
向
城
全
部
、
戸
数
六

〇
〇
余
戸
・
棟
数
約
八
〇
〇
棟
を
一
瞬
で
一
望
荒

涼
の
焦
土
と
化
し
た
。
今
回
の
火
災
は
歴
史
上
空

前
の
大
惨
状
で
恐
ら
く
は
絶
後
の
こ
と
だ
ろ
う
。
」

と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
福
島
町
は
、
町
会
の
助
成
機
関
と
し
て
復
興
部

を
設
置
し
、
復
興
に
あ
た
り
ま
し
た
。
当
面
す
る

大
き
な
課
題
は
、
基
本
的
な
都
市
計
画
に
基
づ
く

さ
れ
ま
し
た
。
市
街
地
・
道
路
橋
梁
・
公
共
施
設

な
ど
の
復
興
が
進
む
と
、
町
は
上
水
道
建
設
に
真

剣
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三

（
一
九
二
八
）
年
に
上
水
道
を
運
用
し
て
い
る
先

進
地
の
実
地
調
査
や
研
究
を
進
め
、
翌
四
（
一
九

二
九
）
年
二
月
の
町
会
で
「
八
沢
川
も
し
く
は
新

開
村
黒
川
を
引
用
し
て
、
上
水
道
を
敷
設
す
る
」

こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
最
大
の
懸
案
は
水
源
地
の
選
定
で
、
町
内
の
八

沢
川
一
ヶ
所
、
隣
接
す
る
新
開
村
（
当
時
）
二
ヶ

所
が
候
補
地
に
残
り
ま
し
た
。
十
数
回
に
わ
た
っ

て
測
量
調
査
を
行
い
比
較
検
討
の
結
果
、
新
開
村

で
の
取
水
は
他
村
で
あ
る
上
、
導
水
距
離
が
長
く

工
費
が
か
か
る
の
で
、
最
終
的
に
は
八
沢
川
に
決

ま
り
ま
し
た
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
五
月
の

町
会
に
お
い
て
水
道
敷
設
に
関
す
る
工
事
目
論
見

書
・
収
支
概
算
書
な
ど
を
議
定
し
、
上
水
道
敷
設

認
可
申
請
書
を
内
務
大
臣
に
、
県
費
補
助
申
請
を

長
野
県
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
工
事
は
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
始
ま
り
、

水
源
地
は
試
掘
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
予
定

し
て
い
た
八
沢
川
よ
り
水
量
豊
富
・
水
質
良
好
な

湧
水
が
、
川
の
東
南
山
平
に
あ
っ
た
の
で
こ
の
地

に
定
め
ま
し
た
。
水
源
施
設
は
、
円
径
約
四
十
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
延
長
九
十
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
管
を
集
水
埋
渠
と
し
て
敷
設
、
集
水
井

は
内
法
約
二
・
四
二
メ
ー
ト
ル
・
深
さ
約
三
・
六

四
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
し
た
。
市
街

地
に
配
水
す
る
た
め
の
配
水
池
と
し
て
関
山
公
園
に
、

幅
約
十
・
九
メ
ー
ト
ル
・
長
さ
約
二
十
二
・
四
メ
ー

ト
ル
・
深
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
貯
水
施
設
が
建
造

さ
れ
ま
し
た
。
配
水
池
か
ら
町
内
各
地
に
送
水
す

る
配
水
管
は
、
総
延
長
八
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余

と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
九
（
一

九
三
四
）
年
六

月
に
竣
工
届
を

提
出
、
八
月
に

無
事
検
査
済
み

と
な
っ
て
、
十

一
月
八
日
関
山

公
園
配
水
池
の

前
庭
に
お
い
て

盛
大
な
竣
工
式

が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。

か
れ
て
い
ま
す
。

「
雑
種
財
産
払

下
ニ
関
シ
添
願
」

に
「
本
支
流
転

倒
従
来
の
本
流

筋
ニ
本
出
願
ノ

如
キ
不
要
地
を

生
ス
ル
」
と
あ

る
よ
う
に
、
当

時
も
東
側
を
本

流
と
認
識
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
治
水

工
事
が
行
わ
れ

る
以
前
の
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
、
町
会

議
員
に
よ
っ
て
「
中
島
開
拓
ノ
目
的
ヲ
以
テ
川
敷

払
下
ヲ
本
県
ニ
請
願
ス
ル
」
建
議
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
東
側
は
川
幅
は
広

い
も
の
の
流
れ
は
細
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
堤
防
が
完
成
し
、
道
路
・
橋
梁
が
整
備
さ
れ
る

に
伴
っ
て
、
中

島
へ
の
移
住
が

始
ま
り
、
昭
和

十
二
（
一
九
三

七
）
年
に
は
一

一
四
戸
・
五
四

四
人
と
急
速
に

増

加

し

ま

し

た
。
そ
の
後
、

多
く
の
会
社
・

商
店
が
続
々
と

軒
を
並
べ
市
街

地
が
形
成
さ
れ
、

今
日
の
中
島
地

区
の
基
礎
が
築

か
れ
ま
し
た
。

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
中
島
の
開
発

　
今
で
は
木
曽
町
の
中
心
市
街
地
と
し
て
住
宅
・

商
工
業
施
設
・
公
共
施
設
な
ど
が
密
集
し
て
い
る

中
島
地
区
で
す
が
、
昭
和
初
期
ま
で
は
、
木
曽
川

に
囲
ま
れ
た
中
洲
で
、
集
落
は
な
く
西
光
寺
集
落

の
農
家
が
耕
作
す
る
水
田
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
中
山
道
の
福
島
宿
を
核
と
し
て
発
展
し
て
き

た
福
島
町
に
あ
っ
て
、
中
島
は
町
の
南
は
ず
れ
の

水
田
地
帯
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
明

治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
国
鉄
中
央
本
線
の

木
曽
福
島
駅
が
開
業
し
た
こ
と
で
、
駅
の
前
面
に

広
が
る
平
坦
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
背
景
に
は
、
福
島
町
は
歴
史
的
に
木
曽

郡
の
中
心
地
で
、
明
治
維
新
後
も
郡
役
所
な
ど
諸

官
庁
の
所
在
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
坦
地
が
少
な
い
た
め
市
街
地
を
拡
張
す
る
余
地

の
少
な
い
こ
と
で
、
成
長
を
阻
害
し
て
い
る
と
い

う
事
情
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
、
木
曽
高
等
女
学

校
の
建
設
地
の
中
島
誘
致
を
、
中
畑
・
川
西
地
区

の
有
志
が
試
み
て
い
ま
す
。
そ
の
意
見
書
の
な
か
で
、

「…

中
島
は
堤
防
決
壊
し
て
洪
水
の
危
険
あ
ら
む
と…

今
此
地
選
ば
れ
て
校
舎
の
新
営
を
見
む
か
県
何
ぞ

之
を
看
過
放
任
す
る
も
の
な
ら
む
や
則
ち
堤
防
構

築
の
事
一
挙
に
解
決
せ
ら
る
可
く…

」
と
述
べ
て

い
ま
す
。
中
島
は
木
曽
川
の
川
中
に
あ
っ
て
堤
防

■
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史
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整
備
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、
建
設
地
を
巡
っ
て
町
を
二
分
し

た
小
学
校
の
再
建
問
題
で
し
た
。
ま
た
、
火
災
を

契
機
と
し
て
上
水
道
建
設
の
気
運
が
盛
り
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。

福
島
町
の
水
事
情
と

　
　
　
　
　
　
　
上
水
道
建
設

　
福
島
町
で
は
、
町
の
中
央
を
水
量
豊
富
な
木
曽

川
が
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
浸
食
が
激
し
く
水
は

谷
底
を
流
れ
て

い
る
の
で
、
河

岸
段
丘
上
の
市

街
地
に
引
水
す

る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
生
活

用
水
の
多
く
を

井
戸
水
に
頼
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
間

の
湧
水
を
利
用

し
て
水
場
と
称

す
る
簡
易
水
道
を
設
け
て
い
る
集
落
も
あ
り
ま
し
た
。

水
場
は
、
八
〇
〇
～
一
，
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
ほ
ど

の
距
離
を
木
管
・
竹
管
で
流
し
て
い
た
も
の
で
、

大
正
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
改
良
し
て
土
管
を

使
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
高
い

位
置
で
木
曽
川
を
渡
す
た
め
に
ブ
リ
キ
管
を
使
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ブ
リ
キ
管
は
腐
食
し
や
す

く
、
土
管
も
草
木
の
根
が
土
管
内
で
成
長
す
る
な

ど
し
て
、
破
損
・
破
裂
・
漏
水
箇
所
が
続
出
、
毎

年
修
理
に
多
額
の
経
費
を
要
し
ま
し
た
。
ほ
か

に
、
江
戸
時
代
以
前
に
八
沢
川
か
ら
木
曽
氏
居
館

（
現
大
通
寺
）
に
引
水
し
た
と
い
わ
れ
る
上
の
段

用
水
や
、
江
戸
時
代
に
黒
川
の
水
を
向
城
に
引
い

た
棚
橋
水
道
な
ど
の
用
水
を
利
用
し
た
水
場
も
あ

り
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
水
源
も
水
質
・
水
量
・
利
便
性
に
問

題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
か
ら
、
時
代
の
進
展
に
伴

い
上
水
道
の
敷
設
を
要
望
す
る
声
が
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
巨
額
な
設
備
投
資
が
必
要
な

た
め
、
具
体
化
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
起
き
た
昭
和
二
年
大
火
は
、
一

旦
出
火
す
る
と
、
在
来
の
水
場
の
水
量
と
設
備
で

は
消
火
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
い
知
ら

が
不
完
全
で
洪

水
の
恐
れ
が
強

く
、
ま
た
木
曽

川
に
橋
梁
を
架

け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、

開
発
は
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
状

況
下
で
昭
和
二

年
大
火
に
見
舞

わ
れ
、
八
〇
〇

余
棟
が
焼
失
し

ま
し
た
。
復
興

の
過
程
で
、
地
価
の
高
い
在
来
の
市
街
地
か
ら
地

価
の
安
い
中
島
に
移
転
す
る
も
の
が
増
え
、
続
々

と
住
宅
が
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
も
よ
う

や
く
中
島
の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、
昭

和
五
（
一
九
三
〇
）
年
四
月
、
中
島
開
拓
期
成
同

盟
会
を
組
織
し
ま
し
た
。
期
成
同
盟
会
の
目
的
は
、

①
護
岸
及
対
岸
の
堤
防
修
築
、
②
不
要
河
敷
地
払

下
の
促
進
、
③
区
画
整
理
道
路
橋
梁
の
完
成
、
な

ど
で
し
た
。

　
中
島
開
発
計
画
は
順
次
実
行
に
移
さ
れ
、
①
の

護
岸
工
事
で
は
、
木
曽
川
は
西
側
の
流
れ
を
本
流

と
し
て
護
岸
工
事
を
進
め
、
東
側
の
流
れ
は
水
門

を
築
造
し
て
用
水
路
の
よ
う
に
流
路
を
制
限
し
ま

し
た
。
②
の
不
要
河
敷
地
払
下
は
、
東
側
河
川
を

水
路
と
し
た
こ
と
で
河

川
敷
で
あ
っ
た
土
地
を

（
河

川

敷

で

は

な

く

な

っ

た

の

で
）
、
国

か

ら
払
い
下
げ
て
も
ら
い

民
地
と
し
て
活
用
し
よ

う
と
い
う
趣
旨
で
す
。

治
水
工
事
の
完
了
後
、

昭
和
十
（
一
九
三
五
）

年
に
河
川
敷
の
払
い
下

げ
を
受
け
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
中
島
を
挟

ん
で
流
れ
る
木
曽
川
は
、

東
側
の
方
が
川
幅
が
広

か
っ
た
よ
う
で
す
。
昭

和
十
（
一
九
三
五
）
年

頃
の
中
島
略
地
図
で
も

東
側
の
川
幅
が
広
く
描

　
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
、
福
島
町
は
当
時
の
市
街

地
の
半
ば
が
焼
失
す
る
大
火
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
火
事
を
契
機
に
、
上
水
道
の
建
設
を
求
め
る
気

運
が
高
ま
り
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
竣
工
に
至

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
木
曽
川
の
中
洲
だ
っ
た
中
島
地
区
は
、
火
事

以
降
に
移
住
者
が
増
え
、
急
速
に
開
発
が
進
展
し
ま
し

た
。

昭和二年福島大火を契機に
進展した治水・利水事業

や
ま

ひ
ら

か
ん

ま
ち

き
ゅ
う

し
ょ
う

い
ん

む
か
い

じ
ょ
う

　

や
　

さ
わ

が
わ

中島の西を流れる木曽川（中島橋より上流）

福島町焼失区域図

<提供 :木曽町教育委員会 >

昭和十年頃の中島略地図

<木曽福島町誌より >

配水池（関山公園）

東側河川に架けられた橋梁

東側河川跡（木曽川合流点近く）

中島現況 水場（上の段）

地域の治水・利水地域の治水・利水
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一
．
水
に
苦
労
し
た
大
野
町

―

　

雨
乞
い
と
雷
を
祀
る
　―

　
大
野
町
北
部
の
用
水
路
に
関
し
て
は
、
寺
内
は

更
地
方
井
水
の
流
末
に
位
置
し
、
牛
洞
南
部
の
水

田
は
西
郡
用
水
の
余
り
水
を
引
い
て
お
り
、
干
ば

つ
が
常
習
的
に
襲
う
た
び
に
、
雨
乞
い
を
行
う
地

で
し
た
。
な
お
「
西
郡
村
」
は
、
揖
斐
郡
に
あ
っ

た
村
で
、
現
大
野
町
西
北
に
該
当
し
ま
す
。

　
雨
乞
い
の
記
録
は
牛
洞
陣
屋
記
録
に
記
さ
れ
て

お
り
、
大
野
町
内
で
は
各
地
区
で
雨
乞
い
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
山
沿
い
の
集
落
で
の
雨
乞
い
は
、

①
大
野
町
稲
富
の
来
振
神
社
で
の
雨
乞
い
踊
り

（
降
ら
な
い
と
来
振
寺
で
祈
祷
）
、
②
大
野
町
野
で

は
、
野
八
幡
神
社
か
ら
区
民
が
出
立
し
、
牛
洞
の

権
現
山
山
頂
で
祈
願
、
③
牛
洞
地
区
で
は
、
鐘
や

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
村
内
の
神
社
に
お
参

り
し
、
権
現
山
で
祈
願
し
ま
す
。
こ
の
「
牛
洞
の

雨
乞
い
踊
り
」
は
大
野
町
の
文
化
財
で
す
。

　
な
お
、
大
野
地
区
に
は
雷
が
雨
を
も
た
ら
す
こ

と
を
期
待
し
、
ま
た
雷
に
よ
る
災
害
を
避
け
る
た

め
に
、
雷
に
な
っ
た
人
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
寺

内
で
は
、
「
死
ん
だ
ら
雷
に
な
る
」
と
言
っ
て
い

た
老
爺
の
墓
を
揺
す
っ
た
ら
雨
が
降
っ
た
の
で
、

地
区
の
人
々
が
「
雷
王
」
の
碑
を
建
て
、
ま
た
、

牛
洞
地
区
の
長
念
寺
裏
山
に
は
落
雷
を
鎮
め
た
無

銘
の
「
雷
の

墓
」
が
あ
り
、

さ
ら
に
権
現

山
南
の
月
桂

院
（
揖
斐
川

町
長
良
）
に

は
、
返
り
討

ち
仇
を
雷
で

死
亡
さ
せ
た

「
雷
公
の
墓
」

が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

二
．
大
野
町
の
灌
漑
用
水
路

　
揖
斐
川
の
河
道
は
、
池
田
町
杉
野
か
ら
六
之

井
・
八
幡
を
経
て
杭
瀬
川
に
注
い
で
い
ま
し
た

が
、
享
禄
三
（
一
五
三
〇
）
年
六
月
の
洪
水
で
大

き
く
変
動
し
、
天
正
四
（
一
五
七
六
）
年
の
洪
水

ま
で
に
ほ
ぼ
現
在
の
河
道
と
な
り
ま
し
た
。

　
左
表
は
、
大
野
町
の
各
用
水
の
取
水
地
や
灌
漑

区
域
、
用
水
路
の
長
さ
や
幅
等
で
あ
り
、
灌
漑
用

水
路
は
主
に
根
尾
川
右
岸
と
揖
斐
川
左
岸
か
ら

で
、
他
は
三
水
川
と
谷
汲
長
瀬
の
境
を
な
す
滝
谷

山
（
三
九
八
ｍ
）
か
ら
の
用
水
路
で
す
。

井
水
の
取
水
口
が
設
け
ら
れ
、
東
流
し
て
大
衣

斐
・
小
衣
斐
方
面
を
、
南
流
し
て
公
郷
・
八
木
方

面
に
給
水
さ
れ
、
こ
の
衣
斐
取
水
口
の
対
岸
側
が

池
田
用
水
の
取
水
口
で
す
。
ま
た
大
御
堂
井
水

は
、
公
郷
村
の
月
真
禅
寺
の
西
側
で
取
水
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
西
郡
用
水
に
次
ぐ
灌
漑
面
積
を
持
つ
衣
斐
用
水

は
、
西
郡
用
水
と
同
じ
組
合
に
属
し
て
い
ま
し
た

が
、
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
、
干
ば
つ
時
に
衣

斐
用
水
が
流
末
の
村
ま
で
届
か
な
か
っ
た
の
で
、

美
濃
郡
代
の
岡
田
将
監
善
同
（
一
五
五
八
～
一
六

三
一
）
が
争
議
の
解
決
策
と
し
て
、
用
水
の
取
水

口
を
左
岸
の
揖
斐
川
町
島
に
設
け
ま
し
た
。

　
衣
斐
用
水
と
分
水
し
た
西
郡
用
水
に
つ
い
て
、

元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
以
前
の
取
水
位
置
は
不

明
で
す
が
、
「
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
、
善
同

の
息
子
　

善
政
（
一
六
〇
五
～
一
六
七
七
）
が
西
郡

工
事
に
伴
い
、
衣
斐
・
中
島
・
本
庄
・
大
御
堂
用

水
の
四
用
水
を
統
合
し
た
揖
東
用
水
と
西
郡
用
水

と
を
包
括
し
た
工
事
が
起
工
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

十
三
（
一
九
三
八
）
年
に
は
、
揖
斐
川
左
岸
の
岡

島
橋
上
流
三
〇
〇
ｍ
（
揖
斐
川
町
三
輪
桜
ヶ
瀬
）

で
取
水
し
て
左
岸
堤
外
を
通
し
、
岡
島
橋
下
流
で

堤
内
に
樋
管
で
導
水
す
る
揖
東
幹
線
水
路
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
用
水
路
の
老
朽
化
に
伴
い
、
昭
和
三
十

四
（
一
九
五
九
）
年
～
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）

年
に
県
営
事
業
と
し
て
用
水
路
改
良
工
事
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
横
山
ダ
ム
を
水
源
と
し
、
昭
和
五
十

九
（
一
九
八
四
）
年
に
西
濃
用
水
取
水
堰
（
岡
島

頭
首
工
）
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
取

水
口
は
頭
首
工
よ
り
二
〇
〇
ｍ
上
流
に
移
築
さ
れ

ま
し
た
。

（
二
）
当
時
の
揖
斐
川
の
河
道
と
用
水
路

　
揖
斐
川
左
岸
は
公
郷
村
の
西
側
ま
で
二
一
五
間

（
約
三
九
〇
ｍ
）
の
堤
が
設
置
さ
れ
、
公
郷
村
の

西
を
囲
む
堤
が
以
南
の
猿
尾
を
併
設
し
た
堤
防
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
取
水
口
に
関
し
て
は
、
北
端
の
左
岸
側
に
衣
斐

八
四
〇
）
年
の
和
解
内
容
を
厳
守
し
て
、
衣
斐
井

組
へ
取
水
困
難
の
訳
を
良
く
説
明
し
、
取
水
に
問

題
が
起
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
和
解
し
ま
し
た

が
、
早
く
も
翌
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
五
月
、

池
田
井
組
が
堰
を
上
流
へ
移
し
た
た
め
、
衣
斐
井

組
が
堰
を
切
り
流
し
ま
し
た
。

　
翌
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
一
月
、
前
年
の
衣

斐
井
組
と
の
水
論
が
笠
松
代
官
所
の
指
図
で
和
解

し
ま
し
た
。

四
．
神
判

　
水
争
い
の
決
着
法
と
し
て
、
神
判
に
頼
っ
た
話

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
衣
斐
用
水
と
池
田
用
水
と
の
水
争
い
の
際
、
揖

斐
川
の
中
州
に
す
え
た
大
釜
の
熱
湯
の
中
の
斧
を

早
く
取
り
出
し
た
ほ
う
が
勝
と
決
ま
る
盟
神
探
湯

が
行
わ
れ
、
衣
斐
用
水
側
の
名
主
三
間
忠
蔵
（
忠

太
夫
と
も
記
す
）
が
池
田
側
よ
り
早
く
斧
を
取
り

出
し
、
衣
斐
用
水
側
の
主
張
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
席
田
用
水
の
井
頭
役
の
人
物
が
上
流
の

現
本
巣
市
上
保
か
ら
本
巣
市
仏
生
寺
の
鵜
飼
某
に

代
わ
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
仏
生
寺
側
が
灼
熱

の
鉄
棒
を
握
る
鉄
火
起
請

で
井
頭
役
を
勝
ち
取
り
、

さ
ら
に
、
前
述
し
た
寛
永

十
八
（
一
六
四
一
）
年
の

席
田
六
対
真
桑
四
の
用
水

分
水
割
合
に
つ
い
て
、
席

田
側
の
小
右
衛
門
が
い
ち

早
く
火
柱
に
抱
き
付
き
、

席
田
側
が
六
割
に
な
っ
た

と
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
神
の
意
志
に
よ
る
神
判

に
つ
い
て
清
水
克
行
は
、

盟
神
探
湯
は
日
本
書
紀
に

三
話
採
り
上
げ
ら
れ
、
そ

の
後
、
室
町
時
代
の
応
永

十
一
（
一
四
〇
四
）
年
に

「
起
請
文
」
を
書
い
て
か
ら
熱
湯
の
中
の
小
石
を

取
り
出
し
、
火
傷
を
し
な
け
れ
ば
「
主
張
が
正
し

い
」
と
し
た
湯
起
請
が
忽
然
と
現
れ
、
十
六
世
紀

に
入
る
と
急
激
に
衰
退
し
、
か
わ
り
に
、
鉄
火
起

請
が
十
六
世
紀
中
頃
～
十
七
世
紀
に
集
中
的
に
現

れ
る
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
三
間
に
よ
る
盟
神
探
湯
や
仏
生
寺
の

井
頭
役
獲
得
の
鉄
火
起
請
、
さ
ら
に
席
田
用
水
へ

の
分
水
割
合
で
の
火
柱
へ
の
抱
き
付
き
は
、
史
料

的
に
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
村
人

た
ち
の
用
水
へ
の
熱
い
想
い
が
過
酷
な
熱
湯
・
熱

鉄
裁
判
の
伝
承
を
産
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

井
水
磧
伊
尾
へ
引
請
に
定
め
、
井
水
の
樋
口
を
替

え
た
り
」
と
『
揖
斐
郡
史
』
は
記
し
、
『
西
郡
井

水
究
之
事
』
で
は
「
井
水
普
請
之
入
用
壱
ヶ
年
に

納
米
四
斗
入
六
十
俵
づ
つ
究
慶
安
三
寅
年
よ
り
寛

文
九
酉
年
迄
二
十
年
之
間
伊
尾
之
衆
誂
申
候…

」
と
、

取
水
堰
設
置
に
伴
う
「
伊
尾
」
へ
の
納
米
を
記
し

て
い
ま
す
。
な
お
「
伊
尾
」
は
揖
斐
川
町
役
場
（
揖

斐
川
町
三
輪
）
周
辺
の
地
名
で
す
。

　
西
郡
用
水
の
「
伊
尾
」
へ
の
新
設
理
由
に
つ
い

て
は
『
揖
斐
郡
史
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
九
月
に
発
生
し
た
未
曾

有
の
洪
水
に
よ
る
取
水
口
の
破
壊
が
原
因
で
あ
ろ

う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
洪
水
は
、
濃
州
の
低
地
を
悉
く
水
底
に
沈

め
、
揖
斐
川
で
は
揖
斐
川
町
房
島
を
始
め
各
地
で

堤
防
を
決
壊
し
、
現
根
尾
川
筋
で
は
大
野
町
稲
富
・

上
秋
等
で
破
堤
し
た
「
ヤ
ロ
カ
の
大
水
」
ま
た
は

　
揖
斐
川
左
岸
に
位
置
す
る
揖
斐
郡
大
野
町
は
、
東
西

約
五
・
八
㎞
、
南
北
約
十
一
・
七
㎞
で
、
北
部
は
山
地
、

南
部
は
西
の
揖
斐
川
と
東
の
根
尾
川
（
旧
藪
川
）
が
下

座
倉
で
合
流
す
る
逆
三
角
形
の
地
域
で
す
。

　
北
部
の
山
沿
い
の
稲
富
・
野
・
牛
洞
地
区
は
、
急
斜

面
を
落
下
し
た
岩
屑
が
半
円
錐
状
に
堆
積
し
た
崖
錐
上

の
集
落
で
あ
り
、
水
は
基
盤
と
の
境
を
流
れ
、
崖
錐
中

に
は
地
下
水
が
無
い
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
西
の
断
面
地
形
は
、
揖
斐
・
根
尾
の
各
扇
状
地

が
中
央
部
へ
進
延
し
、
中
央
付
近
の
三
水
川
に
沿
っ
て

低
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
形
の
た
め
、
近
世
以
降
の
大
野
町
の

水
利
は
、
揖
斐
川
・
根
尾
川
か
ら
取
水
し
て
、
三
水
川

へ
排
水
し
て
き
ま
し
た
。

地域と河川　第一編

揖斐川を挟んだ
井水の争い

　
更
地
方
用
水
は
、
寛
永
十
八
（
一
六
四
一
）
年

美
濃
郡
代
岡
田
将
監
善
同
の
裁
定
に
よ
り
、
現
本

巣
市
山
口
で
席
田
用
水
六
対
真
桑
用
水
四
の
配
分

比
の
真
桑
用
水
に
属
し
、
根
尾
川
右
岸
稲
富
で
左

岸
側
の
真
桑
用
水
か
ら
の
分
水
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年

の
幕
府
裁
定

で
、
真
桑
方
と
更
地
・
上
秋
の
用
水
配
水
割
合
も

六
対
四
と
決
ま
り
、
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
に

六
対
四
に
配
分
可
能
な
設
備
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
の
岡
島
橋
（
揖
斐
川
町
下
岡
島
）
付
近

か
ら
下
流
の
各
取
水
口
は
、
西
郡
用
水
が
江
戸
時

代
末
期
よ
り
岡
島
橋
下
流
一
五
〇
ｍ
地
点
、
衣
斐
・

中
島
用
水
は
そ
の
下
流
部
の
揖
斐
川
町
島
、
大
御

堂
・
本
庄
用
水
が
さ
ら
に
そ
の
下
流
の
大
野
町
公

郷
で
取
水
し
て
い
ま
し
た
。

　
各
用
水
の
灌
漑
地
域
は
、
西
郡
用
水
（
四
三
〇
ha
）

が
大
野
町
の
最
北
端
部
、
衣
斐
用
水
（
三
七
〇
ha
）

は
西
郡
用
水
の
南
側
、
中
島
用
水
（
二
十
七
ha
）
・

本
庄
用
水
（
四
十
八
ha
）
・
大
御
堂
用
水
（
一
二
七
ha
）

が
大
野
町
の
最
南
端
部
で
し
た
。

（
一
）
揖
斐
川
左
岸
の
用
水

　
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
揖
斐
川
上
流
改
修

大野町の河川と扇状地　<出典 :『大野町史　通史編』>
衣斐用水への島樋門。取水後、右岸揖東・中央中島・

左岸衣斐用水に分水される。

揖斐川町上ミ野（かみの）の揖東・西郡分水工

（右岸側　揖東用水、左岸側　西郡用水）

「殿様御領分濃州大野郡公郷村絵図（個人蔵）」　寛延３（1750）年９月に加筆

<出典 :『大野の絵図』　大野町遺跡詳細分布調査報告書　資料（絵図）編 >

牛洞の雨乞い踊り

大野町の用水路一覧表　<出典 :『大野町史　資料編』>
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一
．
水
に
苦
労
し
た
大
野
町

―

　

雨
乞
い
と
雷
を
祀
る
　―

　
大
野
町
北
部
の
用
水
路
に
関
し
て
は
、
寺
内
は

更
地
方
井
水
の
流
末
に
位
置
し
、
牛
洞
南
部
の
水

田
は
西
郡
用
水
の
余
り
水
を
引
い
て
お
り
、
干
ば

つ
が
常
習
的
に
襲
う
た
び
に
、
雨
乞
い
を
行
う
地

で
し
た
。
な
お
「
西
郡
村
」
は
、
揖
斐
郡
に
あ
っ

た
村
で
、
現
大
野
町
西
北
に
該
当
し
ま
す
。

　
雨
乞
い
の
記
録
は
牛
洞
陣
屋
記
録
に
記
さ
れ
て

お
り
、
大
野
町
内
で
は
各
地
区
で
雨
乞
い
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
山
沿
い
の
集
落
で
の
雨
乞
い
は
、

①
大
野
町
稲
富
の
来
振
神
社
で
の
雨
乞
い
踊
り

（
降
ら
な
い
と
来
振
寺
で
祈
祷
）
、
②
大
野
町
野
で

は
、
野
八
幡
神
社
か
ら
区
民
が
出
立
し
、
牛
洞
の

権
現
山
山
頂
で
祈
願
、
③
牛
洞
地
区
で
は
、
鐘
や

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
村
内
の
神
社
に
お
参

り
し
、
権
現
山
で
祈
願
し
ま
す
。
こ
の
「
牛
洞
の

雨
乞
い
踊
り
」
は
大
野
町
の
文
化
財
で
す
。

　
な
お
、
大
野
地
区
に
は
雷
が
雨
を
も
た
ら
す
こ

と
を
期
待
し
、
ま
た
雷
に
よ
る
災
害
を
避
け
る
た

め
に
、
雷
に
な
っ
た
人
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
寺

内
で
は
、
「
死
ん
だ
ら
雷
に
な
る
」
と
言
っ
て
い

た
老
爺
の
墓
を
揺
す
っ
た
ら
雨
が
降
っ
た
の
で
、

地
区
の
人
々
が
「
雷
王
」
の
碑
を
建
て
、
ま
た
、

牛
洞
地
区
の
長
念
寺
裏
山
に
は
落
雷
を
鎮
め
た
無

銘
の
「
雷
の

墓
」
が
あ
り
、

さ
ら
に
権
現

山
南
の
月
桂

院
（
揖
斐
川

町
長
良
）
に

は
、
返
り
討

ち
仇
を
雷
で

死
亡
さ
せ
た

「
雷
公
の
墓
」

が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

二
．
大
野
町
の
灌
漑
用
水
路

　
揖
斐
川
の
河
道
は
、
池
田
町
杉
野
か
ら
六
之

井
・
八
幡
を
経
て
杭
瀬
川
に
注
い
で
い
ま
し
た

が
、
享
禄
三
（
一
五
三
〇
）
年
六
月
の
洪
水
で
大

き
く
変
動
し
、
天
正
四
（
一
五
七
六
）
年
の
洪
水

ま
で
に
ほ
ぼ
現
在
の
河
道
と
な
り
ま
し
た
。

　
左
表
は
、
大
野
町
の
各
用
水
の
取
水
地
や
灌
漑

区
域
、
用
水
路
の
長
さ
や
幅
等
で
あ
り
、
灌
漑
用

水
路
は
主
に
根
尾
川
右
岸
と
揖
斐
川
左
岸
か
ら

で
、
他
は
三
水
川
と
谷
汲
長
瀬
の
境
を
な
す
滝
谷

山
（
三
九
八
ｍ
）
か
ら
の
用
水
路
で
す
。

井
水
の
取
水
口
が
設
け
ら
れ
、
東
流
し
て
大
衣

斐
・
小
衣
斐
方
面
を
、
南
流
し
て
公
郷
・
八
木
方

面
に
給
水
さ
れ
、
こ
の
衣
斐
取
水
口
の
対
岸
側
が

池
田
用
水
の
取
水
口
で
す
。
ま
た
大
御
堂
井
水

は
、
公
郷
村
の
月
真
禅
寺
の
西
側
で
取
水
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
西
郡
用
水
に
次
ぐ
灌
漑
面
積
を
持
つ
衣
斐
用
水

は
、
西
郡
用
水
と
同
じ
組
合
に
属
し
て
い
ま
し
た

が
、
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
、
干
ば
つ
時
に
衣

斐
用
水
が
流
末
の
村
ま
で
届
か
な
か
っ
た
の
で
、

美
濃
郡
代
の
岡
田
将
監
善
同
（
一
五
五
八
～
一
六

三
一
）
が
争
議
の
解
決
策
と
し
て
、
用
水
の
取
水

口
を
左
岸
の
揖
斐
川
町
島
に
設
け
ま
し
た
。

　
衣
斐
用
水
と
分
水
し
た
西
郡
用
水
に
つ
い
て
、

元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
以
前
の
取
水
位
置
は
不

明
で
す
が
、
「
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
、
善
同

の
息
子
　

善
政
（
一
六
〇
五
～
一
六
七
七
）
が
西
郡

工
事
に
伴
い
、
衣
斐
・
中
島
・
本
庄
・
大
御
堂
用

水
の
四
用
水
を
統
合
し
た
揖
東
用
水
と
西
郡
用
水

と
を
包
括
し
た
工
事
が
起
工
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

十
三
（
一
九
三
八
）
年
に
は
、
揖
斐
川
左
岸
の
岡

島
橋
上
流
三
〇
〇
ｍ
（
揖
斐
川
町
三
輪
桜
ヶ
瀬
）

で
取
水
し
て
左
岸
堤
外
を
通
し
、
岡
島
橋
下
流
で

堤
内
に
樋
管
で
導
水
す
る
揖
東
幹
線
水
路
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
用
水
路
の
老
朽
化
に
伴
い
、
昭
和
三
十

四
（
一
九
五
九
）
年
～
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）

年
に
県
営
事
業
と
し
て
用
水
路
改
良
工
事
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
横
山
ダ
ム
を
水
源
と
し
、
昭
和
五
十

九
（
一
九
八
四
）
年
に
西
濃
用
水
取
水
堰
（
岡
島

頭
首
工
）
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
取

水
口
は
頭
首
工
よ
り
二
〇
〇
ｍ
上
流
に
移
築
さ
れ

ま
し
た
。

（
二
）
当
時
の
揖
斐
川
の
河
道
と
用
水
路

　
揖
斐
川
左
岸
は
公
郷
村
の
西
側
ま
で
二
一
五
間

（
約
三
九
〇
ｍ
）
の
堤
が
設
置
さ
れ
、
公
郷
村
の

西
を
囲
む
堤
が
以
南
の
猿
尾
を
併
設
し
た
堤
防
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
取
水
口
に
関
し
て
は
、
北
端
の
左
岸
側
に
衣
斐

八
四
〇
）
年
の
和
解
内
容
を
厳
守
し
て
、
衣
斐
井

組
へ
取
水
困
難
の
訳
を
良
く
説
明
し
、
取
水
に
問

題
が
起
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
和
解
し
ま
し
た

が
、
早
く
も
翌
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
五
月
、

池
田
井
組
が
堰
を
上
流
へ
移
し
た
た
め
、
衣
斐
井

組
が
堰
を
切
り
流
し
ま
し
た
。

　
翌
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
一
月
、
前
年
の
衣

斐
井
組
と
の
水
論
が
笠
松
代
官
所
の
指
図
で
和
解

し
ま
し
た
。

四
．
神
判

　
水
争
い
の
決
着
法
と
し
て
、
神
判
に
頼
っ
た
話

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
衣
斐
用
水
と
池
田
用
水
と
の
水
争
い
の
際
、
揖

斐
川
の
中
州
に
す
え
た
大
釜
の
熱
湯
の
中
の
斧
を

早
く
取
り
出
し
た
ほ
う
が
勝
と
決
ま
る
盟
神
探
湯

が
行
わ
れ
、
衣
斐
用
水
側
の
名
主
三
間
忠
蔵
（
忠

太
夫
と
も
記
す
）
が
池
田
側
よ
り
早
く
斧
を
取
り

出
し
、
衣
斐
用
水
側
の
主
張
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
席
田
用
水
の
井
頭
役
の
人
物
が
上
流
の

現
本
巣
市
上
保
か
ら
本
巣
市
仏
生
寺
の
鵜
飼
某
に

代
わ
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
仏
生
寺
側
が
灼
熱

の
鉄
棒
を
握
る
鉄
火
起
請

で
井
頭
役
を
勝
ち
取
り
、

さ
ら
に
、
前
述
し
た
寛
永

十
八
（
一
六
四
一
）
年
の

席
田
六
対
真
桑
四
の
用
水

分
水
割
合
に
つ
い
て
、
席

田
側
の
小
右
衛
門
が
い
ち

早
く
火
柱
に
抱
き
付
き
、

席
田
側
が
六
割
に
な
っ
た

と
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
神
の
意
志
に
よ
る
神
判

に
つ
い
て
清
水
克
行
は
、

盟
神
探
湯
は
日
本
書
紀
に

三
話
採
り
上
げ
ら
れ
、
そ

の
後
、
室
町
時
代
の
応
永

十
一
（
一
四
〇
四
）
年
に

「
起
請
文
」
を
書
い
て
か
ら
熱
湯
の
中
の
小
石
を

取
り
出
し
、
火
傷
を
し
な
け
れ
ば
「
主
張
が
正
し

い
」
と
し
た
湯
起
請
が
忽
然
と
現
れ
、
十
六
世
紀

に
入
る
と
急
激
に
衰
退
し
、
か
わ
り
に
、
鉄
火
起

請
が
十
六
世
紀
中
頃
～
十
七
世
紀
に
集
中
的
に
現

れ
る
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
三
間
に
よ
る
盟
神
探
湯
や
仏
生
寺
の

井
頭
役
獲
得
の
鉄
火
起
請
、
さ
ら
に
席
田
用
水
へ

の
分
水
割
合
で
の
火
柱
へ
の
抱
き
付
き
は
、
史
料

的
に
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
村
人

た
ち
の
用
水
へ
の
熱
い
想
い
が
過
酷
な
熱
湯
・
熱

鉄
裁
判
の
伝
承
を
産
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

井
水
磧
伊
尾
へ
引
請
に
定
め
、
井
水
の
樋
口
を
替

え
た
り
」
と
『
揖
斐
郡
史
』
は
記
し
、
『
西
郡
井

水
究
之
事
』
で
は
「
井
水
普
請
之
入
用
壱
ヶ
年
に

納
米
四
斗
入
六
十
俵
づ
つ
究
慶
安
三
寅
年
よ
り
寛

文
九
酉
年
迄
二
十
年
之
間
伊
尾
之
衆
誂
申
候…

」
と
、

取
水
堰
設
置
に
伴
う
「
伊
尾
」
へ
の
納
米
を
記
し

て
い
ま
す
。
な
お
「
伊
尾
」
は
揖
斐
川
町
役
場
（
揖

斐
川
町
三
輪
）
周
辺
の
地
名
で
す
。

　
西
郡
用
水
の
「
伊
尾
」
へ
の
新
設
理
由
に
つ
い

て
は
『
揖
斐
郡
史
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
九
月
に
発
生
し
た
未
曾

有
の
洪
水
に
よ
る
取
水
口
の
破
壊
が
原
因
で
あ
ろ

う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
洪
水
は
、
濃
州
の
低
地
を
悉
く
水
底
に
沈

め
、
揖
斐
川
で
は
揖
斐
川
町
房
島
を
始
め
各
地
で

堤
防
を
決
壊
し
、
現
根
尾
川
筋
で
は
大
野
町
稲
富
・

上
秋
等
で
破
堤
し
た
「
ヤ
ロ
カ
の
大
水
」
ま
た
は

　
揖
斐
川
左
岸
に
位
置
す
る
揖
斐
郡
大
野
町
は
、
東
西

約
五
・
八
㎞
、
南
北
約
十
一
・
七
㎞
で
、
北
部
は
山
地
、

南
部
は
西
の
揖
斐
川
と
東
の
根
尾
川
（
旧
藪
川
）
が
下

座
倉
で
合
流
す
る
逆
三
角
形
の
地
域
で
す
。

　
北
部
の
山
沿
い
の
稲
富
・
野
・
牛
洞
地
区
は
、
急
斜

面
を
落
下
し
た
岩
屑
が
半
円
錐
状
に
堆
積
し
た
崖
錐
上

の
集
落
で
あ
り
、
水
は
基
盤
と
の
境
を
流
れ
、
崖
錐
中

に
は
地
下
水
が
無
い
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
西
の
断
面
地
形
は
、
揖
斐
・
根
尾
の
各
扇
状
地

が
中
央
部
へ
進
延
し
、
中
央
付
近
の
三
水
川
に
沿
っ
て

低
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
形
の
た
め
、
近
世
以
降
の
大
野
町
の

水
利
は
、
揖
斐
川
・
根
尾
川
か
ら
取
水
し
て
、
三
水
川

へ
排
水
し
て
き
ま
し
た
。

地域と河川　第一編

揖斐川を挟んだ
井水の争い

　
更
地
方
用
水
は
、
寛
永
十
八
（
一
六
四
一
）
年

美
濃
郡
代
岡
田
将
監
善
同
の
裁
定
に
よ
り
、
現
本

巣
市
山
口
で
席
田
用
水
六
対
真
桑
用
水
四
の
配
分

比
の
真
桑
用
水
に
属
し
、
根
尾
川
右
岸
稲
富
で
左

岸
側
の
真
桑
用
水
か
ら
の
分
水
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年

の
幕
府
裁
定

で
、
真
桑
方
と
更
地
・
上
秋
の
用
水
配
水
割
合
も

六
対
四
と
決
ま
り
、
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
に

六
対
四
に
配
分
可
能
な
設
備
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
の
岡
島
橋
（
揖
斐
川
町
下
岡
島
）
付
近

か
ら
下
流
の
各
取
水
口
は
、
西
郡
用
水
が
江
戸
時

代
末
期
よ
り
岡
島
橋
下
流
一
五
〇
ｍ
地
点
、
衣
斐
・

中
島
用
水
は
そ
の
下
流
部
の
揖
斐
川
町
島
、
大
御

堂
・
本
庄
用
水
が
さ
ら
に
そ
の
下
流
の
大
野
町
公

郷
で
取
水
し
て
い
ま
し
た
。

　
各
用
水
の
灌
漑
地
域
は
、
西
郡
用
水
（
四
三
〇
ha
）

が
大
野
町
の
最
北
端
部
、
衣
斐
用
水
（
三
七
〇
ha
）

は
西
郡
用
水
の
南
側
、
中
島
用
水
（
二
十
七
ha
）
・

本
庄
用
水
（
四
十
八
ha
）
・
大
御
堂
用
水
（
一
二
七
ha
）

が
大
野
町
の
最
南
端
部
で
し
た
。

（
一
）
揖
斐
川
左
岸
の
用
水

　
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
揖
斐
川
上
流
改
修

大野町の河川と扇状地　<出典 :『大野町史　通史編』>
衣斐用水への島樋門。取水後、右岸揖東・中央中島・

左岸衣斐用水に分水される。

揖斐川町上ミ野（かみの）の揖東・西郡分水工

（右岸側　揖東用水、左岸側　西郡用水）

「殿様御領分濃州大野郡公郷村絵図（個人蔵）」　寛延３（1750）年９月に加筆

<出典 :『大野の絵図』　大野町遺跡詳細分布調査報告書　資料（絵図）編 >

牛洞の雨乞い踊り

大野町の用水路一覧表　<出典 :『大野町史　資料編』>
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「
枝
広
の
洪
水
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
衣
斐
井
水
の
成
立
年
・
天
和
二
（
一
六

八
二
）
年
で
の
取
水
口
新
設
に
関
す
る
資
料
は
、

現
時
点
で
は
不
明
で
す
。
し
か
し
、
取
水
口
や
用

水
路
の
整
備
な
ど
へ
の
状
況
証
拠
と
し
て
、
元
和

元
（
一
六
一
五
）
年
七
月
の
洪
水
が
揖
斐
川
町
三

輪
堤
防
（
左
岸
側
）
を
四
十
間
破
壊
、
同
年
八
月

に
は
揖
斐
川
町
上
野
堤
防
（
右
岸
側
）
が
五
十
間

破
堤
、
さ
ら
に
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
の
大
野

町
の
干
ば
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
衣
斐
井
水
は
迂
回
屈
曲
が
著
し
く
、
さ
ら
に
砂

礫
の
た
め
に
用
水
が
浸
透
漏
水
し
、
干
天
時
は
番

水
制
で
辛
う
じ
て
下
流
耕
地
を
灌
漑
し
て
い
ま
し
た
。

三
．
対
岸
池
田
町
の

　
　
　
　
用
水
と
の
争
い

　
揖
斐
川
の
右
岸
側
に
位
置
す
る
揖
斐
郡
池
田
町

は
、
北
を
揖
斐
川
右
支
川
の
粕
川
に
囲
ま
れ
、
粕

川
や
揖
斐
川
の
出
水
に
よ
る
取
水
堰
破
壊
や
川
瀬

の
変
動
に
よ
っ
て
、
取
水
に
多
大
の
苦
労
が
強
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
池
田
側
へ
の
用
水
は
、
粕
川
か
ら
取
水
す
る
池

田
最
大
の
池
田
十
四
ヶ
村
井
水
（
現
粕
川
一
之
井

用
水
）
と
次
に
大
き
な
池
田
七
ヶ
村
井
水
（
現
揖

西
用
水
。
以
後
、
池
田
用
水
と
記
す
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
池
田
十
四
ヶ
村
井
水
は
、
粕
川
扇
頂
部
・

揖
斐
川
町
瑞
岩
寺
（
右
岸
側
）
で
取
水
し
、
取
水

口
対
岸
（
左
岸
側
。
揖
斐
川
町
市
場
）
に
は
、
揖

斐
川
町
小
島
地
域
全
体
を
灌
漑
す
る
小
島
井
水
の

取
水
口
が
あ
り
ま
す
。
ほ
ぼ
同
じ
場
所
の
両
岸
に

各
取
水
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
紛
争
が
起

き
な
い
は
ず
は
な
い
の
で
す
。

　
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
、
両
井
水
間
で
堰
の

復
旧
を
巡
り
争
論
が
勃
発
し
、
美
濃
郡
代
の
岡
田

将
監
善
同
の
調
停
で
、
元
和
四
（
一
六
一
八
）
年

に
両
井
組
が
「
一
之
井
」
（
市
場
村
寺
内
）
で
等

分
に
分
水
す
る
こ
と
で
決
着
し
、
こ
の
割
合
は
現

在
も
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
池
田
用
水
は
、
揖
斐
川
町
脛
永
東
北
の
揖

斐
川
右
岸
側
で
取
水
し
、
堤
外
を
通
し
、
脛
永
と

池
田
町
杉
野
間
の
霞
堤
の
間
（
後
に
杉
野
村
堤
に

圦
樋
を
伏
込
み
）
か
ら
引
水
し
ま
し
た
。
こ
の
用

水
は
池
田
町
東
部
の
揖
斐
川
右
岸
沿
い
を
灌
漑
し

て
い
ま
し
た
が
、
洪
水
で
し
ば
し
ば
取
水
堰
や
用

水
路
が
破
壊
さ
れ
、
用
水
の
維
持
費
は
多
額
で
し

た
。
な
お
対
岸
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
善
同
の
裁

定
で
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
に
新
設
さ
れ
た
衣

斐
用
水
の
取
水
口
で
あ
り
、
取
水
を
巡
っ
て
の
水

争
い
が
頻
発
し
ま
し
た
。

　
衣
斐
用
水
と
池
田
用
水
と
の
水
争
い
を
『
池
田

町
史
』
か
ら
列
記
す
る
と
、
主
に
河
道
の
変
動
に

よ
る
取
水
場
所
の
変
更
に
起
因
し
た
争
い
で
、

　
①
延
宝
四
（
一
六
七
六
）
年
三
月
、
江
戸
評
定

所
裁
許
で
、
池
田
用
水
の
取
水
場
所
が
脛
永
村
堤

下
か
ら
公
郷
赤
池
（
揖
斐
川
右
岸
に
位
置
し
、
後

に
大
野
郡
杉
野
と
な
る
）
ま
で
の
「
河
原
の
内
河

瀬
次
第
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
②
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
五
月
、
河
道
の
変

動
で
池
田
用
水
の
取
水
口
設
置
が
困
難
の
場
合

は
、
文
化
十
五
（
一
八
一
八
）
年
・
天
保
十
一
（
一

八
四
〇
）
年
の
和
解
内
容
を
厳
守
し
て
、
衣
斐
井

組
へ
取
水
困
難
の
訳
を
良
く
説
明
し
、
取
水
に
問

題
が
起
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
和
解
し
ま
し
た

が
、
早
く
も
翌
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
五
月
、

池
田
井
組
が
堰
を
上
流
へ
移
し
た
た
め
、
衣
斐
井

組
が
堰
を
切
り
流
し
ま
し
た
。

　
翌
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
一
月
、
前
年
の
衣

斐
井
組
と
の
水
論
が
笠
松
代
官
所
の
指
図
で
和
解

し
ま
し
た
。

四
．
神
判

　
水
争
い
の
決
着
法
と
し
て
、
神
判
に
頼
っ
た
話

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
衣
斐
用
水
と
池
田
用
水
と
の
水
争
い
の
際
、
揖

斐
川
の
中
州
に
す
え
た
大
釜
の
熱
湯
の
中
の
斧
を

早
く
取
り
出
し
た
ほ
う
が
勝
と
決
ま
る
盟
神
探
湯

が
行
わ
れ
、
衣
斐
用
水
側
の
名
主
三
間
忠
蔵
（
忠

太
夫
と
も
記
す
）
が
池
田
側
よ
り
早
く
斧
を
取
り

出
し
、
衣
斐
用
水
側
の
主
張
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
席
田
用
水
の
井
頭
役
の
人
物
が
上
流
の

現
本
巣
市
上
保
か
ら
本
巣
市
仏
生
寺
の
鵜
飼
某
に

代
わ
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
仏
生
寺
側
が
灼
熱

の
鉄
棒
を
握
る
鉄
火
起
請

で
井
頭
役
を
勝
ち
取
り
、

さ
ら
に
、
前
述
し
た
寛
永

十
八
（
一
六
四
一
）
年
の

席
田
六
対
真
桑
四
の
用
水

分
水
割
合
に
つ
い
て
、
席

田
側
の
小
右
衛
門
が
い
ち

早
く
火
柱
に
抱
き
付
き
、

席
田
側
が
六
割
に
な
っ
た

と
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
神
の
意
志
に
よ
る
神
判

に
つ
い
て
清
水
克
行
は
、

盟
神
探
湯
は
日
本
書
紀
に

三
話
採
り
上
げ
ら
れ
、
そ

の
後
、
室
町
時
代
の
応
永

十
一
（
一
四
〇
四
）
年
に

「
起
請
文
」
を
書
い
て
か
ら
熱
湯
の
中
の
小
石
を

取
り
出
し
、
火
傷
を
し
な
け
れ
ば
「
主
張
が
正
し

い
」
と
し
た
湯
起
請
が
忽
然
と
現
れ
、
十
六
世
紀

に
入
る
と
急
激
に
衰
退
し
、
か
わ
り
に
、
鉄
火
起

請
が
十
六
世
紀
中
頃
～
十
七
世
紀
に
集
中
的
に
現

れ
る
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
三
間
に
よ
る
盟
神
探
湯
や
仏
生
寺
の

井
頭
役
獲
得
の
鉄
火
起
請
、
さ
ら
に
席
田
用
水
へ

の
分
水
割
合
で
の
火
柱
へ
の
抱
き
付
き
は
、
史
料

的
に
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
村
人

た
ち
の
用
水
へ
の
熱
い
想
い
が
過
酷
な
熱
湯
・
熱

鉄
裁
判
の
伝
承
を
産
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

■
参
考
資
料

　
『
揖
斐
郡
史
』
　
　
大
正
十
三
年
　
揖
斐
郡
教
育
会

　
『
大
野
町
史
資
料
編
』
　
昭
和
五
十
六
年
　
大
野
町

　
『
岐
阜
県
災
異
誌
』

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
年
　
岐
阜
地
方
気
象
台

　
『
岐
阜
県
史
　

近
世
下
』
昭
和
四
十
七
年
　
岐
阜
県

　
『
池
田
町
史
』
　
　
　
　
昭
和
五
十
三
年
　
池
田
町

　
『
日
本
神
判
史
』

　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
　
中
央
新
書
　
清
水
克
行

井
水
磧
伊
尾
へ
引
請
に
定
め
、
井
水
の
樋
口
を
替

え
た
り
」
と
『
揖
斐
郡
史
』
は
記
し
、
『
西
郡
井

水
究
之
事
』
で
は
「
井
水
普
請
之
入
用
壱
ヶ
年
に

納
米
四
斗
入
六
十
俵
づ
つ
究
慶
安
三
寅
年
よ
り
寛

文
九
酉
年
迄
二
十
年
之
間
伊
尾
之
衆
誂
申
候…

」
と
、

取
水
堰
設
置
に
伴
う
「
伊
尾
」
へ
の
納
米
を
記
し

て
い
ま
す
。
な
お
「
伊
尾
」
は
揖
斐
川
町
役
場
（
揖

斐
川
町
三
輪
）
周
辺
の
地
名
で
す
。

　
西
郡
用
水
の
「
伊
尾
」
へ
の
新
設
理
由
に
つ
い

て
は
『
揖
斐
郡
史
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
九
月
に
発
生
し
た
未
曾

有
の
洪
水
に
よ
る
取
水
口
の
破
壊
が
原
因
で
あ
ろ

う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
洪
水
は
、
濃
州
の
低
地
を
悉
く
水
底
に
沈

め
、
揖
斐
川
で
は
揖
斐
川
町
房
島
を
始
め
各
地
で

堤
防
を
決
壊
し
、
現
根
尾
川
筋
で
は
大
野
町
稲
富
・

上
秋
等
で
破
堤
し
た
「
ヤ
ロ
カ
の
大
水
」
ま
た
は

　
更
地
方
用
水
は
、
寛
永
十
八
（
一
六
四
一
）
年

美
濃
郡
代
岡
田
将
監
善
同
の
裁
定
に
よ
り
、
現
本

巣
市
山
口
で
席
田
用
水
六
対
真
桑
用
水
四
の
配
分

比
の
真
桑
用
水
に
属
し
、
根
尾
川
右
岸
稲
富
で
左

岸
側
の
真
桑
用
水
か
ら
の
分
水
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年

の
幕
府
裁
定

で
、
真
桑
方
と
更
地
・
上
秋
の
用
水
配
水
割
合
も

六
対
四
と
決
ま
り
、
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
に

六
対
四
に
配
分
可
能
な
設
備
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
の
岡
島
橋
（
揖
斐
川
町
下
岡
島
）
付
近

か
ら
下
流
の
各
取
水
口
は
、
西
郡
用
水
が
江
戸
時

代
末
期
よ
り
岡
島
橋
下
流
一
五
〇
ｍ
地
点
、
衣
斐
・

中
島
用
水
は
そ
の
下
流
部
の
揖
斐
川
町
島
、
大
御

堂
・
本
庄
用
水
が
さ
ら
に
そ
の
下
流
の
大
野
町
公

郷
で
取
水
し
て
い
ま
し
た
。

　
各
用
水
の
灌
漑
地
域
は
、
西
郡
用
水
（
四
三
〇
ha
）

が
大
野
町
の
最
北
端
部
、
衣
斐
用
水
（
三
七
〇
ha
）

は
西
郡
用
水
の
南
側
、
中
島
用
水
（
二
十
七
ha
）
・

本
庄
用
水
（
四
十
八
ha
）
・
大
御
堂
用
水
（
一
二
七
ha
）

が
大
野
町
の
最
南
端
部
で
し
た
。

（
一
）
揖
斐
川
左
岸
の
用
水

　
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
揖
斐
川
上
流
改
修旧揖西用水取入樋の跡（現在は閉塞されている）

三間忠蔵を祀る井神社

湯起請・鉄火起請の件数　<出典 :『日本神判史』>

�　� ��・�� �　数

湯　起　請 32 55 87

鉄火起請 21 24 45
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平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
十
一
日
　

午
後

二
時
四
十
六
分
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
　

九
・
〇
の
地
震

が
発
生
、
最
大
波
高
八
・
六
ｍ
以
上
の
津
波
が
石
巻
市

の
沿
岸
部
を
襲
っ
た
。

　
七
年
経
た
現
在
、
空
き
地
が
目
立
つ
海
沿
い
や
川
沿

い
で
新
た
な
建
設
が
進
行
し
て
お
り
、
街
中
の
「
復
興

ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館
」
は
復
興
の
歩
み
な
ど
を
知

ら
せ
て
い
る
。

東日本大震災で現れた閘門遺構
～北上運河の釜閘門～

ＮＰＯ法人　北上川流域連携交流会　理事　邊見清二

 

一
．
日
本
一
長
い
運
河
群

　
宮
城
県
の
松
島
は
「
日
本
三
景
」
の
一
つ
と
し

て
良
く
知
ら
れ
、
多
く
の
人
が
観
光
船
で
の
島
巡

り
や
伊
達
政
宗
の
菩
提
寺
で
あ
る
瑞
巌
寺
等
を
訪

れ
て
い
る
。

　
こ
の
松
島
を
ほ
ぼ
中
間
地
と
し
て
、
松
島
か
ら

石
巻
方
面
に
は
東
名
運
河
と
北
上
運
河
が
、
松
島

か
ら
阿
武
隈
川
方
面
に
は
、
仙
台
藩
主
伊
達
政
宗

の
諡
貞
山
に
因
ん
で
、
明
治
時
代
に
名
付
け
ら
れ

た
貞
山
運
河
（
仙
台
新
港
の
港
湾
用
地
等
に
変
換

さ
れ
て
現
在
の
全
長
は
二
十
七
・
七
㎞
）
が
接
続

し
て
い
る
。

　
湿
地
帯
の
地
下
水
低
下
と
新
田
開
発
や
海
運
・

舟
運
の
確
保
の
た
め
に
、
木
曳
堀
（
仙
台
城
と
広

瀬
川
で
連
絡
）
を
慶
長
二
～
三
（
一
五
九
七
～
一

五
九
八
）
年
頃
、
御
舟
入
堀
は
万
治
元
～
寛
文
十

三
（
一
六
五
八
～
一
六
七
三
）
年
頃
に
開
削
し
、

新
堀
は
明
治
三
～
五
（
一
八
七
〇
～
一
八
七
二
）

年
に
開
削
さ
れ
た
。

　
旧
北
上
川
か
ら
阿
武
隈
川
ま
で
は
、
貞
山
運
河

の
二
十
七
・
七
㎞
に
以
下
に
述
べ
る
東
名
運
河
の

三
・
六
㎞
と
北
上
運
河
の
十
二
・
八
㎞
の
総
延
長

四
十
四
・
一
㎞
の
日
本
最
長
の
運
河
で
結
ば
れ
て

い
る
。二

．
北
上
運
河
と
東
名
運
河

「
北
上
」
と
「
東
名
」
の
両
運
河
名
は
、
東
松
島

市
野
蒜
か
ら
通
じ
る
先
方
の
地
名
（
旧
北
上
川
、

東
松
島
市
東
名
）
を
取
っ
た
野
蒜
築
港
工
事
の
一

環
と
し
て
開
削
さ
れ
た
運
河
で
あ
る
。
特
に
、
旧

北
上
川
と
鳴
瀬
川
を
結
ぶ
北
上
運
河
は
、
野
蒜
築

港
工
事
や
護
岸
等
に
使
用
す
る
石
材
稲
井
石
（
仙

台
石
）
の
運
搬
路
と
し
て
、
築
港
工
事
に
先
立
っ

て
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
六
月
に
運
河
と
閘

門
の
本
工
事
は
開
始
し
た
。

　
運
河
底
部
の
泥
浚
い
に
は
、
わ
が
国
で
初
め
て

四
十
ｔ
／
時
の
蒸
気
浚
渫
機
を
使
用
し
、
北
上
運

河
は
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
敷
幅
二
十
五
ｍ
、

干
潮
面
下
水
深
一
・
七
ｍ
、
全
長
十
二
・
八
㎞
で

完
成
し
た
。

　
石
巻
市
蛇
田
の
旧
北
上
川
右
岸
八
・
一
㎞
の
石

井
閘
門
か
ら
、
北
上
運
河
は
川
幅
三
十
～
三
十
八

ｍ
で
約
四
・
八
㎞
西
下
し
て
釜
閘
門
（
石
巻
市
門

脇
）
で
定
川
と
交
差
し
、
定
川
右
岸
の
大
曲
閘
門

を
経
て
川
幅
三
十
～
四
十
五
ｍ
で
約
八
㎞
流
下
し

て
鳴
瀬
町
浜
市
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
石
井
閘

門
か
ら
釜
閘
門
ま
で
を
北
北
上
運
河
、
大
曲
閘
門

か
ら
を
南
北
上
運
河
、
そ
の
下
流
で
鳴
瀬
町
ま
で

を
北
上
運
河
と
細
分
し
て
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　
一
方
、
鳴
瀬
川
河
口
部
か
ら
東
松
島
市
を
結
ぶ

東
名
運
河
は
、
明
治
十
六
～
十
七
（
一
八
八
三
～

八
四
）
年
に
開
削
さ
れ
、
敷
幅
は
北
上
運
河
と
同

じ
二
十
五
ｍ
、
干
潮
面
下
水
深
は
〇
・
五
尺
低
い

一
・
五
ｍ
で
あ
る
。

三
．
野
蒜
築
港
建
設
計
画

　
野
蒜
築
港
は
、
大
久
保
利
通
に
よ
っ
て
推
進
さ

れ
た
。
港
予
定
地
の
野
蒜
は
、
藩
政
時
代
に
鳴
瀬

川
を
下
っ
た
藩
米
が
一
時
河
口
の
蔵
に
納
め
ら
れ

た
実
績
は
あ
る
も
の
の
、
河
口
と
し
て
の
施
設
は

何
も
無
か
っ
た
。

　
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
大
久
保
に
命
じ
ら

れ
た
内
務
省
御
雇
技
師
オ
ラ
ン
ダ
人
フ
ァ
ン
・

ド
ー
ル
ン
は
石
巻
を
訪
れ
、
築
港
候
補
地
と
し

て
、
石
巻
・
女
川
（
牡
鹿
郡
女
川
町
）
・
荻
浜
（
石

巻
）・
野
蒜
（
東
松
島
市
野
蒜
）・
石
浜
（
塩
釜
市
）
・

寒
風
沢
（
塩
釜
市
浦
戸
）
を
調
査
し
た
結
果
、
地

形
的
立
地
条
件
よ
り
野
蒜
を
最
適
地
と
し
て
、
明

治
十
年
二
月
に
選
定
し
た
。
こ
の
ド
ー
ル
ン
の
築

港
計
画
へ
の
反
対
意
見
と
し
て
、
例
え
ば
、
宮
城

権
令
宮
城
時
亮
は
松
島
寄
り
の
椿
港
方
面
へ
の
築

造
を
主
張
し
た
。

　
こ
の
築
港
計
画
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て
鳴
瀬

川
河
口
に
内
港
を
、
第
二
期
工
事
と
し
て
潜
ヶ
浦

（
東
松
島
市
宮
戸
）
に
外
港
を
造
り
、
岩
手
県
の

北
上
川
と
は
北
上
運
河
で
、
福
島
県
の
阿
武
隈
川

と
は
東
名
・
貞
山
運
河
で
連
結
し
、
鳴
瀬
川
中
流

部
（
河
口
か
ら
約
四
十
五
㎞
上
流
の
加
美
郡
加
美

町
）
と
秋
田
県
を
陸
路
で
通
じ
、
山
形
県
と
野
蒜

は
関
山
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
結
ぶ
大
規
模
な
計
画

で
あ
っ
た
。

　
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
七
月
の
北
上
運
河

の
開
削
開
始
と
共
に
、
同
年
十
一
月
に
は
潜
り
堰

を
越
流
し
た
鳴
瀬
川
の
流
水
を
流
す
新
鳴
瀬
川
の

開
削
も
開
始
し
た
。
な
お
、
鳴
瀬
川
、
新
鳴
瀬
川
、

北
上
運
河
で
囲
ま
れ
た
湿
地
は
埋
め
立
て
に
よ
っ

て
市
街
地
（
現
東
松
島
市
浜
市
樋
場
）
に
造
成
さ

れ
た
。

　
翌
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
七
月
に
内
湾
工

事
と
し
て
、
野
蒜
湾
港
で
粗
朶
沈
床
に
よ
る
東
西

二
本
の
突
堤
築
造
が
開
始
さ
れ
、
予
定
よ
り
突
堤

の
規
模
を
縮
小
し
て
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年

十
月
に
築
港
は
一
応
完
成
し
、
現
地
で
盛
大
な
突

堤
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
予
想
以
上
の
漂
砂
に
見
舞
わ
れ
、
内

港
出
口
や
野
蒜
と
松
島
湾
を
連
絡
す
る
椿
港
海
峡

が
堆
砂
で
閉
塞
し
始
め
た
た
め
、
当
初
の
計
画
に

は
な
か
っ
た
が
、
翌
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年

か
ら
内
港
と
松
島
湾
を
連
絡
す
る
東
名
運
河
の
開

削
が
着
工
さ
れ
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に

開
通
し
た
。

　
な
お
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
九
月
、
暴

風
雨
に
よ
り
東
突
堤
の
三
分
の
一
が
流
失
し
て
内

湾
へ
の
出
入
り
が
不
可
能
と
な
り
、
第
二
期
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
な
く
計
画
は
中
止
さ
れ
、
野
蒜

築
港
は
幻
の
港
と
な
っ
た
。

四
．
津
波
で
被
災
し
た

　
　
　
　
　
　
　
水
門
や
閘
門

（
一
）
野
蒜
水
門
と
そ
の
周
辺

　
鳴
瀬
川
と
東
名
運
河
を
結
ぶ
野
蒜
水
門
は
、
河

口
か
ら
鳴
瀬
川
右
岸
側
約
六
〇
〇
ｍ
上
流
に
あ

り
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
三
月
に
完
成
し

た
。
扉
体
は
マ
イ
タ
ー
ゲ
ー
ト
形
式
で
、
壁
面
は

野
蒜
築
港
時
代
の
遺
構
を
模
し
た
煉
瓦
張
り
と

な
っ
て
い
る
。

　
野
蒜
水
門
は
、
津
波
到
達
時
に
閉
鎖
さ
れ
て
お

り
、
津
波
は
東
名
運
河
側
か
ら
鳴
瀬
川
側
に
水
門

の
上
を
越
流
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
水

門
自
体
は
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
既
存
の

水
門
は
計
画
堤
防
高
七
・
二
ｍ
に
対
し
て
、
高
さ

が
一
・
四
四
ｍ
不
足
す
る
。
し
か
し
、
既
設
の
堤

防
嵩
上
げ
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
既
設
堤
防
を
在

置
し
、
既
設
水
門
（
門
扉
幅
十
七
・
五
ｍ×

高
さ

七
・
五
ｍ
）
を
生
か
し
て
、
背
面
に
新
た
に
水
門

（
門
扉
幅
十
七
・
五
ｍ×

高
さ
八
・
四
四
ｍ
）
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
六
年
ほ
ど
前
、
第
二
代
野
蒜
出
張
所
長
の
「
黒

澤
敬
徳
紀
功
之
碑
」
は
松
の
側
に
大
小
二
台
の
工

事
用
石
製
ロ
ー
ラ
ー
と
共
に
展
示
さ
れ
て
い
た

が
、
今
は
荒
涼
と
し
た
風
景
と
な
り
、
ロ
ー
ラ
ー

一
台
も
行
方
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
新
鳴
瀬
川
に

架
か
っ
て
い
た
三
つ
の
橋
の
煉
瓦
製
橋
台
も
、
東

北
初
の
気
象
観
測
所
と
な
る
測
候
所
跡
地
も
以
前

見
た
状
態
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

　
な
お
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
創
設
の
土

木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
の
初
年
度
十
選
の
認
定
を

記
念
し
た
、
鳴
瀬
川
が
北
上
運
河
と
交
わ
る
堤
防

上
に
設
置
さ
れ
て
い
た
「
野
蒜
築
港
跡
の
碑
」
は
、

震
災
で
堤
防
下
に
転
落
し
た
が
、
現
在
は
元
の
位

置
に
戻
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
碑
は
突
堤
の

築
造
用
材
で
あ
る
稲
井
石
で
建
て
ら
れ
た
。

（
二
）
石
井
閘
門

　
石
巻
港
か
ら
定
川
に
侵
入
し
た
津
波
は
、
定
川

と
北
上
運
河
と
を
結
ぶ
釜
閘
門
を
破
壊
し
て
北
上

運
河
を
遡
上
し
た
。
こ
の
津
波
の
第
一
波
は
、
閘

門
周
辺
の
右
岸
側
を
〇
・
五
ｍ
未
満
、
左
岸
側
を

〇
・
五
～
一
・
〇
ｍ
浸
水
さ
せ
、
運
河
側
の
閘
頭

部
を
破
壊
し
、
旧
北
上
川
側
の
門
扉
を
逆
に
押
し

開
い
た
。

　
こ
の
震
災
で
石
井
閘
門
は
、
約
七
十
㎝
の
地
盤

沈
下
、
閘
室
周
辺
の
不
等
沈
下
、
煉
瓦
積
・
石
積

の
破
損
、
津
波
遡
上
に
よ
る
閘
尾
部
の
開
閉
機
故

障
な
ど
の
被

害
を
受
け
、

震
災
の
揺
れ

で
欠
け
る
な

ど
し
た
煉
瓦

約
一
，〇
〇
〇

個
を
補
修
し

た
り
、
新
し

い
レ
ン
ガ
に

入
れ
替
え
た

り
、
石
階
段

の
隙
間
を
類

似
の
石
で
詰

め
た
り
し
て

い
る
。

（
三
）
釜
閘
門
（
定
川
北
閘
門
）

　
北
上
運
河
が
定
川
と
交
差
す
る
地
点
に
設
け
ら

れ
た
石
巻
側
が
釜
閘
門
（
定
川
北
閘
門
）
、
野
蒜

側
が
大
曲
閘
門
（
定
川
南
閘
門
）
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
閘
門
は
野
蒜
築
港
の
際
に
築
造
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
後
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

①
釜
閘
門
の
設
置
年

　
釜
閘
門
の
設
置
時
期
に
関
し
て
、
『
貞
山
・
北

上
運
河
沿
革
考
』
で
は
、
「
定
川
か
ら
の
逆
水
と

土
砂
流
入
防
止
の
た
め
、
明
治
末
期
に
は
定
川
と

の
横
断
地
点
に
大
曲
・
釜
の
両
閘
門
が
築
設
さ
れ

た
」
と
述
べ
、
大
曲
・
釜
の
両
閘
門
の
設
置
は
明

治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
四
月
十
日
で
あ
る
。
ま

た
、
設
置
理
由
は
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年

の
北
上
川
第
出
水
に
伴
う
逆
流
防
止
と
推
察
し
、

二
代
目
と
な
る
現
閘
門
（
東
日
本
震
災
で
被
災
）

は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
八
月
二
十
七
日
発
生

の
台
風
に
よ
る
「
海
嘯
」
（
高
潮
）
に
よ
る
初
代

閘
門
の
破
損
に
伴
い
、
宮
城
県
の
災
害
復
旧
工
事

に
よ
る
建
設
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
な
お
八
月
海
嘯
に
つ
い
て
、
石
巻
市
史
に
は
、

大
被
害
を
河
川
部
と
海
岸
部
に
も
た
ら
し
、
海
岸

部
の
門
脇
地
区
は
死
者
三
名
、
釜
地
区
の
入
江
北

側
農
地
は
今
回
の
津
波
の
襲
来
の
如
く
に
浸
水
・

冠
水
被
害
を
発
生
さ
せ
、
閘
門
と
接
続
す
る
定
川

堤
防
を
破
堤
さ
せ
、
県
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
一
月
か
ら
同
四
（
一
九
一
五
）
年
三
月
ま
で
延

長
約
一
・
八
㎞
の
築
堤
工
事
を
実
施
さ
れ
た
、
と

さ
れ
て
い
る
。

　
竣
工
に
つ
い
て
は
、
扉
室
正
面
の
南
壁
に
「
大

正
五
（
一
九
一
六
）
年
七
月
定
川
北
閘
門
竣
工
」

の
銅
銘
板
が
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
大
曲
閘
門
に

も
同
じ
年
月
で
の
銘
板
が
あ
っ
た
が
盗
難
に
遭
っ

て
い
る
。

　
建
設
当
初
の
両
閘
門
に
つ
い
て
『
明
治
工
業
史

土
木
篇
』
は
、
建
設
年
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、

「
構
造
は
木
製
に
し
て
杭
及
び
板
を
用
い
た
り
。

前
後
の
扉
も
ま
た
木
造
に
し
て
高
十
二
尺
（
三
・

六
ｍ
）
、
幅
十
二
尺
な
り
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

②
釜
閘
門
の
被
災
状
況

　
石
巻
港
か
ら
定
川
を
遡
上
し
た
津
波
は
、
定
川

に
面
し
た
釜
閘
門
の
下
流
側
閘
門
（
閘
尾
部
）
を

流
失
さ
せ
、
上
流
側
閘
門
（
閘
頭
部
）
右
岸
側
を

洗
掘
し
て
、
釜
閘
門
右
岸
側
で
一
・
〇
～
二
・
〇

ｍ
、
左
岸
側
（
海
寄
り
）
で
二
・
〇
ｍ
以
上
を
浸

水
さ
せ
、
北
上
川
を
さ
ら
に
遡
上
し
て
石
井
閘
門

に
達
し
た
。

　
釜
閘
門
な
ど
の
復
旧
工
事
が
平
成
二
十
七
（
二

〇
一
五
）
年
に
着
手
さ
れ
、
鋼
矢
板
で
上
下
流
を

締
め
切
り
、
水
を
抜
い
て
閘
室
内
と
そ
の
下
流
の

一
部
で
川
底
が
露
出
し
、
閘
室
底
部
の
敷
石
、
両

法
面
の
石
積
み
、
下
流
側
閘
門
の
基
部
、
門
扉
な

ど
が
明
瞭
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
水
路
底
か
ら
旧
閘
門
遺
構
と
考
え
ら
れ

る
角
材
や
木
製
矢
板
等
が
現
れ
た
。

　
角
材
は
矢
板
の
頭
を
固
定
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
左
右
の
石
積

護
岸
法
尻
に
ボ
ル
ト
と
ナ
ッ
ト
で
連
結
さ
れ
た
丸

太
杭
列
、
流
失
し
た
閘
尾
部
の
閘
柱
の
上
下
流
部

に
運
河
底
部
を
横
断
す
る
よ
う
な
丸
太
杭
列
（
連

結
処
理
は
法
尻
と
同
様
）
、
運
河
底
部
中
央
に
流

れ
た
方
向
に
二
列
の
丸
太
杭
列
等
が
明
瞭
に
確
認

さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
新
た
な
発
見
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
扉

室
は
、
野
蒜
石
と
思
わ
れ
る
切
石
積
の
上
に
厚
さ

三
㎝
の
モ
ル
タ
ル
が
塗
布
し
て
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
が
、
今
回
の
被
災
に
よ
る
破
損
で
、
扉
室

の
隅
角
部
だ
け
が
石
積
で
、
他
は
玉
石
に
よ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
モ
ル
タ
ル
に
目
地
を
刻
ん
で

石
積
の
様
に
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
今
回
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
新
閘
門
の
設
置
場

所
に
位
置
す
る
た
め
に
現
状
で
の
保
存
は
困
難
で

あ
り
、
建
設
工
法
・
手
順
な
ど
を
検
討
・
記
録
す

る
た
め
の
詳
細
な
断
面
構
造
調
査
が
行
わ
れ
、
ま

た
今
後
の
釜
閘
門
の
遺
構
調
査
は
、
東
北
大
学
と

日
本
大
学
の
学
識
経
験
者
に
よ
る
委
員
会
で
精
力

的
に
進
め
ら
れ
る
。
遺
構
の
調
査
結
果
は
、
こ
の

委
員
会
報
告
に
基
づ
い
て
後
日
再
度
報
告
す
る
予

定
で
あ
る
。

かま

ず
い

が
ん
　

じ
　

と
う
　

な
　

お
く
り
な

て
い

ざ
ん

　

こ
　

び
き

ぼ
り

が
ん
　

じ
　

か
ん

ぶ
ん

け
い
ち
ょ
う

　

お
　

ふ
な

い
り

ぼ
り

し
ん

ぼ
り

　

の
　

び
る

旧北上川から阿武隈川までの運河

<出典 :『北北上運河「釜閘門（定川北閘門）」遺構調査』
 平成 29 年３月　宮城県東部土木事務所 >

被災前の釜閘門（平成 22 年 10 月撮影）

<出典 :『北北上運河「釜閘門（定川北閘門）」遺構調査』
 平成 29 年３月　宮城県東部土木事務所 >
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旧
北
上
川
か
ら
阿
武
隈
川
ま
で
は
、
貞
山
運
河

の
二
十
七
・
七
㎞
に
以
下
に
述
べ
る
東
名
運
河
の

三
・
六
㎞
と
北
上
運
河
の
十
二
・
八
㎞
の
総
延
長

四
十
四
・
一
㎞
の
日
本
最
長
の
運
河
で
結
ば
れ
て

い
る
。二

．
北
上
運
河
と
東
名
運
河

「
北
上
」
と
「
東
名
」
の
両
運
河
名
は
、
東
松
島

市
野
蒜
か
ら
通
じ
る
先
方
の
地
名
（
旧
北
上
川
、

東
松
島
市
東
名
）
を
取
っ
た
野
蒜
築
港
工
事
の
一

環
と
し
て
開
削
さ
れ
た
運
河
で
あ
る
。
特
に
、
旧

北
上
川
と
鳴
瀬
川
を
結
ぶ
北
上
運
河
は
、
野
蒜
築

港
工
事
や
護
岸
等
に
使
用
す
る
石
材
稲
井
石
（
仙

台
石
）
の
運
搬
路
と
し
て
、
築
港
工
事
に
先
立
っ

て
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
六
月
に
運
河
と
閘

門
の
本
工
事
は
開
始
し
た
。

　
運
河
底
部
の
泥
浚
い
に
は
、
わ
が
国
で
初
め
て

四
十
ｔ
／
時
の
蒸
気
浚
渫
機
を
使
用
し
、
北
上
運

河
は
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
敷
幅
二
十
五
ｍ
、

干
潮
面
下
水
深
一
・
七
ｍ
、
全
長
十
二
・
八
㎞
で

完
成
し
た
。

　
石
巻
市
蛇
田
の
旧
北
上
川
右
岸
八
・
一
㎞
の
石

井
閘
門
か
ら
、
北
上
運
河
は
川
幅
三
十
～
三
十
八

ｍ
で
約
四
・
八
㎞
西
下
し
て
釜
閘
門
（
石
巻
市
門

脇
）
で
定
川
と
交
差
し
、
定
川
右
岸
の
大
曲
閘
門

を
経
て
川
幅
三
十
～
四
十
五
ｍ
で
約
八
㎞
流
下
し

て
鳴
瀬
町
浜
市
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
石
井
閘

門
か
ら
釜
閘
門
ま
で
を
北
北
上
運
河
、
大
曲
閘
門

か
ら
を
南
北
上
運
河
、
そ
の
下
流
で
鳴
瀬
町
ま
で

を
北
上
運
河
と
細
分
し
て
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　
一
方
、
鳴
瀬
川
河
口
部
か
ら
東
松
島
市
を
結
ぶ

東
名
運
河
は
、
明
治
十
六
～
十
七
（
一
八
八
三
～

八
四
）
年
に
開
削
さ
れ
、
敷
幅
は
北
上
運
河
と
同

じ
二
十
五
ｍ
、
干
潮
面
下
水
深
は
〇
・
五
尺
低
い

一
・
五
ｍ
で
あ
る
。

三
．
野
蒜
築
港
建
設
計
画

　
野
蒜
築
港
は
、
大
久
保
利
通
に
よ
っ
て
推
進
さ

れ
た
。
港
予
定
地
の
野
蒜
は
、
藩
政
時
代
に
鳴
瀬

川
を
下
っ
た
藩
米
が
一
時
河
口
の
蔵
に
納
め
ら
れ

た
実
績
は
あ
る
も
の
の
、
河
口
と
し
て
の
施
設
は

何
も
無
か
っ
た
。

　
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
大
久
保
に
命
じ
ら

れ
た
内
務
省
御
雇
技
師
オ
ラ
ン
ダ
人
フ
ァ
ン
・

ド
ー
ル
ン
は
石
巻
を
訪
れ
、
築
港
候
補
地
と
し

て
、
石
巻
・
女
川
（
牡
鹿
郡
女
川
町
）
・
荻
浜
（
石

巻
）・
野
蒜
（
東
松
島
市
野
蒜
）・
石
浜
（
塩
釜
市
）
・

寒
風
沢
（
塩
釜
市
浦
戸
）
を
調
査
し
た
結
果
、
地

形
的
立
地
条
件
よ
り
野
蒜
を
最
適
地
と
し
て
、
明

治
十
年
二
月
に
選
定
し
た
。
こ
の
ド
ー
ル
ン
の
築

港
計
画
へ
の
反
対
意
見
と
し
て
、
例
え
ば
、
宮
城

権
令
宮
城
時
亮
は
松
島
寄
り
の
椿
港
方
面
へ
の
築

造
を
主
張
し
た
。

　
こ
の
築
港
計
画
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て
鳴
瀬

川
河
口
に
内
港
を
、
第
二
期
工
事
と
し
て
潜
ヶ
浦

（
東
松
島
市
宮
戸
）
に
外
港
を
造
り
、
岩
手
県
の

北
上
川
と
は
北
上
運
河
で
、
福
島
県
の
阿
武
隈
川

と
は
東
名
・
貞
山
運
河
で
連
結
し
、
鳴
瀬
川
中
流

部
（
河
口
か
ら
約
四
十
五
㎞
上
流
の
加
美
郡
加
美

町
）
と
秋
田
県
を
陸
路
で
通
じ
、
山
形
県
と
野
蒜

は
関
山
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
結
ぶ
大
規
模
な
計
画

で
あ
っ
た
。

　
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
七
月
の
北
上
運
河

の
開
削
開
始
と
共
に
、
同
年
十
一
月
に
は
潜
り
堰

を
越
流
し
た
鳴
瀬
川
の
流
水
を
流
す
新
鳴
瀬
川
の

開
削
も
開
始
し
た
。
な
お
、
鳴
瀬
川
、
新
鳴
瀬
川
、

北
上
運
河
で
囲
ま
れ
た
湿
地
は
埋
め
立
て
に
よ
っ

て
市
街
地
（
現
東
松
島
市
浜
市
樋
場
）
に
造
成
さ

れ
た
。

　
翌
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
七
月
に
内
湾
工

事
と
し
て
、
野
蒜
湾
港
で
粗
朶
沈
床
に
よ
る
東
西

二
本
の
突
堤
築
造
が
開
始
さ
れ
、
予
定
よ
り
突
堤

の
規
模
を
縮
小
し
て
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年

十
月
に
築
港
は
一
応
完
成
し
、
現
地
で
盛
大
な
突

堤
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
予
想
以
上
の
漂
砂
に
見
舞
わ
れ
、
内

港
出
口
や
野
蒜
と
松
島
湾
を
連
絡
す
る
椿
港
海
峡

が
堆
砂
で
閉
塞
し
始
め
た
た
め
、
当
初
の
計
画
に

は
な
か
っ
た
が
、
翌
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年

か
ら
内
港
と
松
島
湾
を
連
絡
す
る
東
名
運
河
の
開

削
が
着
工
さ
れ
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に

開
通
し
た
。

　
な
お
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
九
月
、
暴

風
雨
に
よ
り
東
突
堤
の
三
分
の
一
が
流
失
し
て
内

湾
へ
の
出
入
り
が
不
可
能
と
な
り
、
第
二
期
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
な
く
計
画
は
中
止
さ
れ
、
野
蒜

築
港
は
幻
の
港
と
な
っ
た
。

四
．
津
波
で
被
災
し
た

　
　
　
　
　
　
　
水
門
や
閘
門

（
一
）
野
蒜
水
門
と
そ
の
周
辺

　
鳴
瀬
川
と
東
名
運
河
を
結
ぶ
野
蒜
水
門
は
、
河

口
か
ら
鳴
瀬
川
右
岸
側
約
六
〇
〇
ｍ
上
流
に
あ

り
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
三
月
に
完
成
し

た
。
扉
体
は
マ
イ
タ
ー
ゲ
ー
ト
形
式
で
、
壁
面
は

野
蒜
築
港
時
代
の
遺
構
を
模
し
た
煉
瓦
張
り
と

な
っ
て
い
る
。

　
野
蒜
水
門
は
、
津
波
到
達
時
に
閉
鎖
さ
れ
て
お

り
、
津
波
は
東
名
運
河
側
か
ら
鳴
瀬
川
側
に
水
門

の
上
を
越
流
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
水

門
自
体
は
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
既
存
の

水
門
は
計
画
堤
防
高
七
・
二
ｍ
に
対
し
て
、
高
さ

が
一
・
四
四
ｍ
不
足
す
る
。
し
か
し
、
既
設
の
堤

防
嵩
上
げ
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
既
設
堤
防
を
在

置
し
、
既
設
水
門
（
門
扉
幅
十
七
・
五
ｍ×

高
さ

七
・
五
ｍ
）
を
生
か
し
て
、
背
面
に
新
た
に
水
門

（
門
扉
幅
十
七
・
五
ｍ×

高
さ
八
・
四
四
ｍ
）
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
六
年
ほ
ど
前
、
第
二
代
野
蒜
出
張
所
長
の
「
黒

澤
敬
徳
紀
功
之
碑
」
は
松
の
側
に
大
小
二
台
の
工

事
用
石
製
ロ
ー
ラ
ー
と
共
に
展
示
さ
れ
て
い
た

が
、
今
は
荒
涼
と
し
た
風
景
と
な
り
、
ロ
ー
ラ
ー

一
台
も
行
方
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
新
鳴
瀬
川
に

架
か
っ
て
い
た
三
つ
の
橋
の
煉
瓦
製
橋
台
も
、
東

北
初
の
気
象
観
測
所
と
な
る
測
候
所
跡
地
も
以
前

見
た
状
態
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

　
な
お
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
創
設
の
土

木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
の
初
年
度
十
選
の
認
定
を

記
念
し
た
、
鳴
瀬
川
が
北
上
運
河
と
交
わ
る
堤
防

上
に
設
置
さ
れ
て
い
た
「
野
蒜
築
港
跡
の
碑
」
は
、

震
災
で
堤
防
下
に
転
落
し
た
が
、
現
在
は
元
の
位

置
に
戻
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
碑
は
突
堤
の

築
造
用
材
で
あ
る
稲
井
石
で
建
て
ら
れ
た
。

（
二
）
石
井
閘
門

　
石
巻
港
か
ら
定
川
に
侵
入
し
た
津
波
は
、
定
川

と
北
上
運
河
と
を
結
ぶ
釜
閘
門
を
破
壊
し
て
北
上

運
河
を
遡
上
し
た
。
こ
の
津
波
の
第
一
波
は
、
閘

門
周
辺
の
右
岸
側
を
〇
・
五
ｍ
未
満
、
左
岸
側
を

〇
・
五
～
一
・
〇
ｍ
浸
水
さ
せ
、
運
河
側
の
閘
頭

部
を
破
壊
し
、
旧
北
上
川
側
の
門
扉
を
逆
に
押
し

開
い
た
。

　
こ
の
震
災
で
石
井
閘
門
は
、
約
七
十
㎝
の
地
盤

沈
下
、
閘
室
周
辺
の
不
等
沈
下
、
煉
瓦
積
・
石
積

の
破
損
、
津
波
遡
上
に
よ
る
閘
尾
部
の
開
閉
機
故

障
な
ど
の
被

害
を
受
け
、

震
災
の
揺
れ

で
欠
け
る
な

ど
し
た
煉
瓦

約
一
，〇
〇
〇

個
を
補
修
し

た
り
、
新
し

い
レ
ン
ガ
に

入
れ
替
え
た

り
、
石
階
段

の
隙
間
を
類

似
の
石
で
詰

め
た
り
し
て

い
る
。

（
三
）
釜
閘
門
（
定
川
北
閘
門
）

　
北
上
運
河
が
定
川
と
交
差
す
る
地
点
に
設
け
ら

れ
た
石
巻
側
が
釜
閘
門
（
定
川
北
閘
門
）
、
野
蒜

側
が
大
曲
閘
門
（
定
川
南
閘
門
）
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
閘
門
は
野
蒜
築
港
の
際
に
築
造
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
後
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

①
釜
閘
門
の
設
置
年

　
釜
閘
門
の
設
置
時
期
に
関
し
て
、
『
貞
山
・
北

上
運
河
沿
革
考
』
で
は
、
「
定
川
か
ら
の
逆
水
と

土
砂
流
入
防
止
の
た
め
、
明
治
末
期
に
は
定
川
と

の
横
断
地
点
に
大
曲
・
釜
の
両
閘
門
が
築
設
さ
れ

た
」
と
述
べ
、
大
曲
・
釜
の
両
閘
門
の
設
置
は
明

治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
四
月
十
日
で
あ
る
。
ま

た
、
設
置
理
由
は
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年

の
北
上
川
第
出
水
に
伴
う
逆
流
防
止
と
推
察
し
、

二
代
目
と
な
る
現
閘
門
（
東
日
本
震
災
で
被
災
）

は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
八
月
二
十
七
日
発
生

の
台
風
に
よ
る
「
海
嘯
」
（
高
潮
）
に
よ
る
初
代

閘
門
の
破
損
に
伴
い
、
宮
城
県
の
災
害
復
旧
工
事

に
よ
る
建
設
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
な
お
八
月
海
嘯
に
つ
い
て
、
石
巻
市
史
に
は
、

大
被
害
を
河
川
部
と
海
岸
部
に
も
た
ら
し
、
海
岸

部
の
門
脇
地
区
は
死
者
三
名
、
釜
地
区
の
入
江
北

側
農
地
は
今
回
の
津
波
の
襲
来
の
如
く
に
浸
水
・

冠
水
被
害
を
発
生
さ
せ
、
閘
門
と
接
続
す
る
定
川

堤
防
を
破
堤
さ
せ
、
県
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
一
月
か
ら
同
四
（
一
九
一
五
）
年
三
月
ま
で
延

長
約
一
・
八
㎞
の
築
堤
工
事
を
実
施
さ
れ
た
、
と

さ
れ
て
い
る
。

　
竣
工
に
つ
い
て
は
、
扉
室
正
面
の
南
壁
に
「
大

正
五
（
一
九
一
六
）
年
七
月
定
川
北
閘
門
竣
工
」

の
銅
銘
板
が
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
大
曲
閘
門
に

も
同
じ
年
月
で
の
銘
板
が
あ
っ
た
が
盗
難
に
遭
っ

て
い
る
。

　
建
設
当
初
の
両
閘
門
に
つ
い
て
『
明
治
工
業
史

土
木
篇
』
は
、
建
設
年
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、

「
構
造
は
木
製
に
し
て
杭
及
び
板
を
用
い
た
り
。

前
後
の
扉
も
ま
た
木
造
に
し
て
高
十
二
尺
（
三
・

六
ｍ
）
、
幅
十
二
尺
な
り
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

②
釜
閘
門
の
被
災
状
況

　
石
巻
港
か
ら
定
川
を
遡
上
し
た
津
波
は
、
定
川

に
面
し
た
釜
閘
門
の
下
流
側
閘
門
（
閘
尾
部
）
を

流
失
さ
せ
、
上
流
側
閘
門
（
閘
頭
部
）
右
岸
側
を

洗
掘
し
て
、
釜
閘
門
右
岸
側
で
一
・
〇
～
二
・
〇

ｍ
、
左
岸
側
（
海
寄
り
）
で
二
・
〇
ｍ
以
上
を
浸

水
さ
せ
、
北
上
川
を
さ
ら
に
遡
上
し
て
石
井
閘
門

に
達
し
た
。

　
釜
閘
門
な
ど
の
復
旧
工
事
が
平
成
二
十
七
（
二

〇
一
五
）
年
に
着
手
さ
れ
、
鋼
矢
板
で
上
下
流
を

締
め
切
り
、
水
を
抜
い
て
閘
室
内
と
そ
の
下
流
の

一
部
で
川
底
が
露
出
し
、
閘
室
底
部
の
敷
石
、
両

法
面
の
石
積
み
、
下
流
側
閘
門
の
基
部
、
門
扉
な

ど
が
明
瞭
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
水
路
底
か
ら
旧
閘
門
遺
構
と
考
え
ら
れ

る
角
材
や
木
製
矢
板
等
が
現
れ
た
。

　
角
材
は
矢
板
の
頭
を
固
定
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
左
右
の
石
積

護
岸
法
尻
に
ボ
ル
ト
と
ナ
ッ
ト
で
連
結
さ
れ
た
丸

太
杭
列
、
流
失
し
た
閘
尾
部
の
閘
柱
の
上
下
流
部

に
運
河
底
部
を
横
断
す
る
よ
う
な
丸
太
杭
列
（
連

結
処
理
は
法
尻
と
同
様
）
、
運
河
底
部
中
央
に
流

れ
た
方
向
に
二
列
の
丸
太
杭
列
等
が
明
瞭
に
確
認

さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
新
た
な
発
見
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
扉

室
は
、
野
蒜
石
と
思
わ
れ
る
切
石
積
の
上
に
厚
さ

三
㎝
の
モ
ル
タ
ル
が
塗
布
し
て
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
が
、
今
回
の
被
災
に
よ
る
破
損
で
、
扉
室

の
隅
角
部
だ
け
が
石
積
で
、
他
は
玉
石
に
よ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
モ
ル
タ
ル
に
目
地
を
刻
ん
で

石
積
の
様
に
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
今
回
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
新
閘
門
の
設
置
場

所
に
位
置
す
る
た
め
に
現
状
で
の
保
存
は
困
難
で

あ
り
、
建
設
工
法
・
手
順
な
ど
を
検
討
・
記
録
す

る
た
め
の
詳
細
な
断
面
構
造
調
査
が
行
わ
れ
、
ま

た
今
後
の
釜
閘
門
の
遺
構
調
査
は
、
東
北
大
学
と

日
本
大
学
の
学
識
経
験
者
に
よ
る
委
員
会
で
精
力

的
に
進
め
ら
れ
る
。
遺
構
の
調
査
結
果
は
、
こ
の

委
員
会
報
告
に
基
づ
い
て
後
日
再
度
報
告
す
る
予

定
で
あ
る
。
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す
け

か
つ
ぎ
　

が
　

う
ら

せ
き
や
ま

　

そ
　

　

だ
　

よ
し
の
り

か
い
し
ょ
う

周辺の不等沈下で閘室外側へ傾いた側壁

黒澤の碑と工事用石製ローラー

現れた法尻の丸太、矢板、「ほぞ組み」の角材等

コンクリート施工後、モルタルで石形の目地を入れていた

被災後の釜閘門（平成 23 年３月 16 日撮影）

<出典 :『北北上運河「釜閘門（定川北閘門）」遺構調査』
 平成 29 年３月　宮城県東部土木事務所 >

野蒜港之図

<出典 :『北北上運河「釜閘門（定川北閘門）」遺構調査』
 平成 29 年３月　宮城県東部土木事務所 >
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旧
北
上
川
か
ら
阿
武
隈
川
ま
で
は
、
貞
山
運
河

の
二
十
七
・
七
㎞
に
以
下
に
述
べ
る
東
名
運
河
の

三
・
六
㎞
と
北
上
運
河
の
十
二
・
八
㎞
の
総
延
長

四
十
四
・
一
㎞
の
日
本
最
長
の
運
河
で
結
ば
れ
て

い
る
。二

．
北
上
運
河
と
東
名
運
河

「
北
上
」
と
「
東
名
」
の
両
運
河
名
は
、
東
松
島

市
野
蒜
か
ら
通
じ
る
先
方
の
地
名
（
旧
北
上
川
、

東
松
島
市
東
名
）
を
取
っ
た
野
蒜
築
港
工
事
の
一

環
と
し
て
開
削
さ
れ
た
運
河
で
あ
る
。
特
に
、
旧

北
上
川
と
鳴
瀬
川
を
結
ぶ
北
上
運
河
は
、
野
蒜
築

港
工
事
や
護
岸
等
に
使
用
す
る
石
材
稲
井
石
（
仙

台
石
）
の
運
搬
路
と
し
て
、
築
港
工
事
に
先
立
っ

て
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
六
月
に
運
河
と
閘

門
の
本
工
事
は
開
始
し
た
。

　
運
河
底
部
の
泥
浚
い
に
は
、
わ
が
国
で
初
め
て

四
十
ｔ
／
時
の
蒸
気
浚
渫
機
を
使
用
し
、
北
上
運

河
は
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
敷
幅
二
十
五
ｍ
、

干
潮
面
下
水
深
一
・
七
ｍ
、
全
長
十
二
・
八
㎞
で

完
成
し
た
。

　
石
巻
市
蛇
田
の
旧
北
上
川
右
岸
八
・
一
㎞
の
石

井
閘
門
か
ら
、
北
上
運
河
は
川
幅
三
十
～
三
十
八

ｍ
で
約
四
・
八
㎞
西
下
し
て
釜
閘
門
（
石
巻
市
門

脇
）
で
定
川
と
交
差
し
、
定
川
右
岸
の
大
曲
閘
門

を
経
て
川
幅
三
十
～
四
十
五
ｍ
で
約
八
㎞
流
下
し

て
鳴
瀬
町
浜
市
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
石
井
閘

門
か
ら
釜
閘
門
ま
で
を
北
北
上
運
河
、
大
曲
閘
門

か
ら
を
南
北
上
運
河
、
そ
の
下
流
で
鳴
瀬
町
ま
で

を
北
上
運
河
と
細
分
し
て
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　
一
方
、
鳴
瀬
川
河
口
部
か
ら
東
松
島
市
を
結
ぶ

東
名
運
河
は
、
明
治
十
六
～
十
七
（
一
八
八
三
～

八
四
）
年
に
開
削
さ
れ
、
敷
幅
は
北
上
運
河
と
同

じ
二
十
五
ｍ
、
干
潮
面
下
水
深
は
〇
・
五
尺
低
い

一
・
五
ｍ
で
あ
る
。

三
．
野
蒜
築
港
建
設
計
画

　
野
蒜
築
港
は
、
大
久
保
利
通
に
よ
っ
て
推
進
さ

れ
た
。
港
予
定
地
の
野
蒜
は
、
藩
政
時
代
に
鳴
瀬

川
を
下
っ
た
藩
米
が
一
時
河
口
の
蔵
に
納
め
ら
れ

た
実
績
は
あ
る
も
の
の
、
河
口
と
し
て
の
施
設
は

何
も
無
か
っ
た
。

　
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
大
久
保
に
命
じ
ら

れ
た
内
務
省
御
雇
技
師
オ
ラ
ン
ダ
人
フ
ァ
ン
・

ド
ー
ル
ン
は
石
巻
を
訪
れ
、
築
港
候
補
地
と
し

て
、
石
巻
・
女
川
（
牡
鹿
郡
女
川
町
）
・
荻
浜
（
石

巻
）・
野
蒜
（
東
松
島
市
野
蒜
）・
石
浜
（
塩
釜
市
）
・

寒
風
沢
（
塩
釜
市
浦
戸
）
を
調
査
し
た
結
果
、
地

形
的
立
地
条
件
よ
り
野
蒜
を
最
適
地
と
し
て
、
明

治
十
年
二
月
に
選
定
し
た
。
こ
の
ド
ー
ル
ン
の
築

港
計
画
へ
の
反
対
意
見
と
し
て
、
例
え
ば
、
宮
城

権
令
宮
城
時
亮
は
松
島
寄
り
の
椿
港
方
面
へ
の
築

造
を
主
張
し
た
。

　
こ
の
築
港
計
画
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て
鳴
瀬

川
河
口
に
内
港
を
、
第
二
期
工
事
と
し
て
潜
ヶ
浦

（
東
松
島
市
宮
戸
）
に
外
港
を
造
り
、
岩
手
県
の

北
上
川
と
は
北
上
運
河
で
、
福
島
県
の
阿
武
隈
川

と
は
東
名
・
貞
山
運
河
で
連
結
し
、
鳴
瀬
川
中
流

部
（
河
口
か
ら
約
四
十
五
㎞
上
流
の
加
美
郡
加
美

町
）
と
秋
田
県
を
陸
路
で
通
じ
、
山
形
県
と
野
蒜

は
関
山
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
結
ぶ
大
規
模
な
計
画

で
あ
っ
た
。

　
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
七
月
の
北
上
運
河

の
開
削
開
始
と
共
に
、
同
年
十
一
月
に
は
潜
り
堰

を
越
流
し
た
鳴
瀬
川
の
流
水
を
流
す
新
鳴
瀬
川
の

開
削
も
開
始
し
た
。
な
お
、
鳴
瀬
川
、
新
鳴
瀬
川
、

北
上
運
河
で
囲
ま
れ
た
湿
地
は
埋
め
立
て
に
よ
っ

て
市
街
地
（
現
東
松
島
市
浜
市
樋
場
）
に
造
成
さ

れ
た
。

　
翌
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
七
月
に
内
湾
工

事
と
し
て
、
野
蒜
湾
港
で
粗
朶
沈
床
に
よ
る
東
西

二
本
の
突
堤
築
造
が
開
始
さ
れ
、
予
定
よ
り
突
堤

の
規
模
を
縮
小
し
て
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年

十
月
に
築
港
は
一
応
完
成
し
、
現
地
で
盛
大
な
突

堤
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
予
想
以
上
の
漂
砂
に
見
舞
わ
れ
、
内

港
出
口
や
野
蒜
と
松
島
湾
を
連
絡
す
る
椿
港
海
峡

が
堆
砂
で
閉
塞
し
始
め
た
た
め
、
当
初
の
計
画
に

は
な
か
っ
た
が
、
翌
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年

か
ら
内
港
と
松
島
湾
を
連
絡
す
る
東
名
運
河
の
開

削
が
着
工
さ
れ
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に

開
通
し
た
。

　
な
お
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
九
月
、
暴

風
雨
に
よ
り
東
突
堤
の
三
分
の
一
が
流
失
し
て
内

湾
へ
の
出
入
り
が
不
可
能
と
な
り
、
第
二
期
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
な
く
計
画
は
中
止
さ
れ
、
野
蒜

築
港
は
幻
の
港
と
な
っ
た
。

四
．
津
波
で
被
災
し
た

　
　
　
　
　
　
　
水
門
や
閘
門

（
一
）
野
蒜
水
門
と
そ
の
周
辺

　
鳴
瀬
川
と
東
名
運
河
を
結
ぶ
野
蒜
水
門
は
、
河

口
か
ら
鳴
瀬
川
右
岸
側
約
六
〇
〇
ｍ
上
流
に
あ

り
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
三
月
に
完
成
し

た
。
扉
体
は
マ
イ
タ
ー
ゲ
ー
ト
形
式
で
、
壁
面
は

野
蒜
築
港
時
代
の
遺
構
を
模
し
た
煉
瓦
張
り
と

な
っ
て
い
る
。

　
野
蒜
水
門
は
、
津
波
到
達
時
に
閉
鎖
さ
れ
て
お

り
、
津
波
は
東
名
運
河
側
か
ら
鳴
瀬
川
側
に
水
門

の
上
を
越
流
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
水

門
自
体
は
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
既
存
の

水
門
は
計
画
堤
防
高
七
・
二
ｍ
に
対
し
て
、
高
さ

が
一
・
四
四
ｍ
不
足
す
る
。
し
か
し
、
既
設
の
堤

防
嵩
上
げ
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
既
設
堤
防
を
在

置
し
、
既
設
水
門
（
門
扉
幅
十
七
・
五
ｍ×

高
さ

七
・
五
ｍ
）
を
生
か
し
て
、
背
面
に
新
た
に
水
門

（
門
扉
幅
十
七
・
五
ｍ×

高
さ
八
・
四
四
ｍ
）
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
六
年
ほ
ど
前
、
第
二
代
野
蒜
出
張
所
長
の
「
黒

澤
敬
徳
紀
功
之
碑
」
は
松
の
側
に
大
小
二
台
の
工

事
用
石
製
ロ
ー
ラ
ー
と
共
に
展
示
さ
れ
て
い
た

が
、
今
は
荒
涼
と
し
た
風
景
と
な
り
、
ロ
ー
ラ
ー

一
台
も
行
方
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
新
鳴
瀬
川
に

架
か
っ
て
い
た
三
つ
の
橋
の
煉
瓦
製
橋
台
も
、
東

北
初
の
気
象
観
測
所
と
な
る
測
候
所
跡
地
も
以
前

見
た
状
態
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

　
な
お
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
創
設
の
土

木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
の
初
年
度
十
選
の
認
定
を

記
念
し
た
、
鳴
瀬
川
が
北
上
運
河
と
交
わ
る
堤
防

上
に
設
置
さ
れ
て
い
た
「
野
蒜
築
港
跡
の
碑
」
は
、

震
災
で
堤
防
下
に
転
落
し
た
が
、
現
在
は
元
の
位

置
に
戻
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
碑
は
突
堤
の

築
造
用
材
で
あ
る
稲
井
石
で
建
て
ら
れ
た
。

（
二
）
石
井
閘
門

　
石
巻
港
か
ら
定
川
に
侵
入
し
た
津
波
は
、
定
川

と
北
上
運
河
と
を
結
ぶ
釜
閘
門
を
破
壊
し
て
北
上

運
河
を
遡
上
し
た
。
こ
の
津
波
の
第
一
波
は
、
閘

門
周
辺
の
右
岸
側
を
〇
・
五
ｍ
未
満
、
左
岸
側
を

〇
・
五
～
一
・
〇
ｍ
浸
水
さ
せ
、
運
河
側
の
閘
頭

部
を
破
壊
し
、
旧
北
上
川
側
の
門
扉
を
逆
に
押
し

開
い
た
。

　
こ
の
震
災
で
石
井
閘
門
は
、
約
七
十
㎝
の
地
盤

沈
下
、
閘
室
周
辺
の
不
等
沈
下
、
煉
瓦
積
・
石
積

の
破
損
、
津
波
遡
上
に
よ
る
閘
尾
部
の
開
閉
機
故

障
な
ど
の
被

害
を
受
け
、

震
災
の
揺
れ

で
欠
け
る
な

ど
し
た
煉
瓦

約
一
，〇
〇
〇

個
を
補
修
し

た
り
、
新
し

い
レ
ン
ガ
に

入
れ
替
え
た

り
、
石
階
段

の
隙
間
を
類

似
の
石
で
詰

め
た
り
し
て

い
る
。

（
三
）
釜
閘
門
（
定
川
北
閘
門
）

　
北
上
運
河
が
定
川
と
交
差
す
る
地
点
に
設
け
ら

れ
た
石
巻
側
が
釜
閘
門
（
定
川
北
閘
門
）
、
野
蒜

側
が
大
曲
閘
門
（
定
川
南
閘
門
）
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
閘
門
は
野
蒜
築
港
の
際
に
築
造
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
後
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

①
釜
閘
門
の
設
置
年

　
釜
閘
門
の
設
置
時
期
に
関
し
て
、
『
貞
山
・
北

上
運
河
沿
革
考
』
で
は
、
「
定
川
か
ら
の
逆
水
と

土
砂
流
入
防
止
の
た
め
、
明
治
末
期
に
は
定
川
と

の
横
断
地
点
に
大
曲
・
釜
の
両
閘
門
が
築
設
さ
れ

た
」
と
述
べ
、
大
曲
・
釜
の
両
閘
門
の
設
置
は
明

治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
四
月
十
日
で
あ
る
。
ま

た
、
設
置
理
由
は
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年

の
北
上
川
第
出
水
に
伴
う
逆
流
防
止
と
推
察
し
、

二
代
目
と
な
る
現
閘
門
（
東
日
本
震
災
で
被
災
）

は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
八
月
二
十
七
日
発
生

の
台
風
に
よ
る
「
海
嘯
」
（
高
潮
）
に
よ
る
初
代

閘
門
の
破
損
に
伴
い
、
宮
城
県
の
災
害
復
旧
工
事

に
よ
る
建
設
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
な
お
八
月
海
嘯
に
つ
い
て
、
石
巻
市
史
に
は
、

大
被
害
を
河
川
部
と
海
岸
部
に
も
た
ら
し
、
海
岸

部
の
門
脇
地
区
は
死
者
三
名
、
釜
地
区
の
入
江
北

側
農
地
は
今
回
の
津
波
の
襲
来
の
如
く
に
浸
水
・

冠
水
被
害
を
発
生
さ
せ
、
閘
門
と
接
続
す
る
定
川

堤
防
を
破
堤
さ
せ
、
県
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
一
月
か
ら
同
四
（
一
九
一
五
）
年
三
月
ま
で
延

長
約
一
・
八
㎞
の
築
堤
工
事
を
実
施
さ
れ
た
、
と

さ
れ
て
い
る
。

　
竣
工
に
つ
い
て
は
、
扉
室
正
面
の
南
壁
に
「
大

正
五
（
一
九
一
六
）
年
七
月
定
川
北
閘
門
竣
工
」

の
銅
銘
板
が
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
大
曲
閘
門
に

も
同
じ
年
月
で
の
銘
板
が
あ
っ
た
が
盗
難
に
遭
っ

て
い
る
。

　
建
設
当
初
の
両
閘
門
に
つ
い
て
『
明
治
工
業
史

土
木
篇
』
は
、
建
設
年
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、

「
構
造
は
木
製
に
し
て
杭
及
び
板
を
用
い
た
り
。

前
後
の
扉
も
ま
た
木
造
に
し
て
高
十
二
尺
（
三
・

六
ｍ
）
、
幅
十
二
尺
な
り
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

②
釜
閘
門
の
被
災
状
況

　
石
巻
港
か
ら
定
川
を
遡
上
し
た
津
波
は
、
定
川

に
面
し
た
釜
閘
門
の
下
流
側
閘
門
（
閘
尾
部
）
を

流
失
さ
せ
、
上
流
側
閘
門
（
閘
頭
部
）
右
岸
側
を

洗
掘
し
て
、
釜
閘
門
右
岸
側
で
一
・
〇
～
二
・
〇

ｍ
、
左
岸
側
（
海
寄
り
）
で
二
・
〇
ｍ
以
上
を
浸

水
さ
せ
、
北
上
川
を
さ
ら
に
遡
上
し
て
石
井
閘
門

に
達
し
た
。

　
釜
閘
門
な
ど
の
復
旧
工
事
が
平
成
二
十
七
（
二

〇
一
五
）
年
に
着
手
さ
れ
、
鋼
矢
板
で
上
下
流
を

締
め
切
り
、
水
を
抜
い
て
閘
室
内
と
そ
の
下
流
の

一
部
で
川
底
が
露
出
し
、
閘
室
底
部
の
敷
石
、
両

法
面
の
石
積
み
、
下
流
側
閘
門
の
基
部
、
門
扉
な

ど
が
明
瞭
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
水
路
底
か
ら
旧
閘
門
遺
構
と
考
え
ら
れ

る
角
材
や
木
製
矢
板
等
が
現
れ
た
。

　
角
材
は
矢
板
の
頭
を
固
定
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
左
右
の
石
積

護
岸
法
尻
に
ボ
ル
ト
と
ナ
ッ
ト
で
連
結
さ
れ
た
丸

太
杭
列
、
流
失
し
た
閘
尾
部
の
閘
柱
の
上
下
流
部

に
運
河
底
部
を
横
断
す
る
よ
う
な
丸
太
杭
列
（
連

結
処
理
は
法
尻
と
同
様
）
、
運
河
底
部
中
央
に
流

れ
た
方
向
に
二
列
の
丸
太
杭
列
等
が
明
瞭
に
確
認

さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
新
た
な
発
見
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
扉

室
は
、
野
蒜
石
と
思
わ
れ
る
切
石
積
の
上
に
厚
さ

三
㎝
の
モ
ル
タ
ル
が
塗
布
し
て
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
が
、
今
回
の
被
災
に
よ
る
破
損
で
、
扉
室

の
隅
角
部
だ
け
が
石
積
で
、
他
は
玉
石
に
よ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
モ
ル
タ
ル
に
目
地
を
刻
ん
で

石
積
の
様
に
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
今
回
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
新
閘
門
の
設
置
場

所
に
位
置
す
る
た
め
に
現
状
で
の
保
存
は
困
難
で

あ
り
、
建
設
工
法
・
手
順
な
ど
を
検
討
・
記
録
す

る
た
め
の
詳
細
な
断
面
構
造
調
査
が
行
わ
れ
、
ま

た
今
後
の
釜
閘
門
の
遺
構
調
査
は
、
東
北
大
学
と

日
本
大
学
の
学
識
経
験
者
に
よ
る
委
員
会
で
精
力

的
に
進
め
ら
れ
る
。
遺
構
の
調
査
結
果
は
、
こ
の

委
員
会
報
告
に
基
づ
い
て
後
日
再
度
報
告
す
る
予

定
で
あ
る
。

■
参
考
資
料

　
『
石
巻
の
歴
史
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せ
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そ
　

　

だ
　

よ
し
の
り

か
い
し
ょ
う

周辺の不等沈下で閘室外側へ傾いた側壁

黒澤の碑と工事用石製ローラー

現れた法尻の丸太、矢板、「ほぞ組み」の角材等

コンクリート施工後、モルタルで石形の目地を入れていた

被災後の釜閘門（平成 23 年３月 16 日撮影）

<出典 :『北北上運河「釜閘門（定川北閘門）」遺構調査』
 平成 29 年３月　宮城県東部土木事務所 >

野蒜港之図

<出典 :『北北上運河「釜閘門（定川北閘門）」遺構調査』
 平成 29 年３月　宮城県東部土木事務所 >
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Johannis de Rijke の日本語表示については、

かつては「ヨハネス・デ・レーケ」と呼ばれていましたが、

「ＫＩＳＳＯ」では、現在多く使われている「ヨハニス・デ・

レイケ」と表記しています。

表紙写真 

　『不易の滝』
　太古の昔からその姿を変えないと言われてい
ることからこの名が付きました。
　岩肌から伏流水が湧き出し、複数の白い筋と
なって、神秘的で落ち着いた雰囲気の滝を作り
出しています。

提供：木曽町観光商工課

　ＫＩＳＳＯは、創刊号からの全てが木

曽川下流河川事務所のホームページより

ダウンロードできます。

ＫＩＳＳＯのデザイン・レイア
ウトをリニューアルしました。

　101号から、多くの読者のみなさま

に、より親しみやすくなるよう、表紙の

デザインと記事のレイアウト構成を変更

しました。

　地域の歴史、治水・利水は、木曽町の

福島関所、昭和二年の福島大火について

紹介しました。

　歴史記録は、「地域と河川」の一回目

として、かつて揖斐川を挟んだ揖斐郡大

野町と同池田町で起きていた水争いにつ

いて掲載しました。

か
じ
か
の
念
仏
　
（

木
曽
町
開
田
高
原
西
野
）

　
む
か
し
、
い
く
に
ち
も
降
り
つ
づ
い
た
大
雨
で
、
西
野
川
が
増
水
し
て
、
神
田
の
集

落
が
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
村
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
夜
通
し
で

こ
れ
か
ら
の
対
策
を
話
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
こ
う
し
て
、
夜
明
け
間
近
に
な
っ
た
頃
、

白
装
束
に
身
を
包
ん
だ
子
供
の
よ
う
に
小
さ
な

人
が
、
突
然
、
家
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　
小
人
は
、「
神
田
の
み
な
さ
ん
、

西
野
川
の
出
水
も
心
配
で
す
が
、

今
に
も
オ
リ
コ
シ
（
神
田
の
東
の

山
）
が
山
崩
れ
し
て
、
神
田
が
埋

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
ぐ
に
山

に
行
っ
て
念
仏
を
唱
え
な
さ
い
」

と
だ
け
告
げ
て
、
姿
を
消
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
不
思
議
な
小
人
の
物
言
い
に
、
村
の
人

た
ち
は
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
「
こ
れ
は
何
か
の
お
告
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
と
に

か
く
皆
で
念
仏
を
あ
げ
に
行
こ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
の
な
か
、

口
ぐ
ち
に
念
仏
を
唱
え
て
山
を
登
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
す
る
と
山
の
窪
み
か
ら
白
い
大
き
な
か
じ
か
が
あ
ら
わ
れ
、
稲
光
の
よ
う
に
輝
い

て
、
山
を
駆
け
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
地
響
き
の
よ
う
な
山
鳴
り
が
し
て
、

同
時
に
そ
れ
ま
で
の
大
雨
が
ぴ
た
り
と
降
り
止
み
ま
し
た
。

　
数
日
後
、
オ
リ
コ
シ
の
向
か
い
の
把
之
沢
の
山
で
、
大
き
な
山
崩
れ
が
起
こ
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
村
の
人
た
ち
は
、
白
か
じ
か
が
白
装
束
の
小
人
に
姿
を
変

え
て
、
危
険
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
に
違
い
な
い
と
、
か
じ
か
の
碑
を
建
て
て
、
毎
年
田

植
上
が
り
に
は
オ
リ
コ
シ
に
登
っ
て
念
仏
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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